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9月中に1歳になるお子さんの顔写真等を広報誌に掲載しませんか？
掲載を希望する場合は、写真用紙に印刷した顔写真（横3㎝×縦4㎝）
の裏面に①お子さんの氏名（ふりがな）、②お子さんの性別、③お住
まいの地区名、④連絡先（電話番号）を記入の上、8月5日（月）まで
に政策広報課窓口（土日祝除く）、郵送または電子メールにて提出し
てください。（先着5人）
なお、電子メールの場合は、kouhou@town.ibigawa.lg.jp宛へ写
真データ（jpeg、1MB以内)を添付し、上記①～④を本文に明記の上、
提出してください。
※提出された写真は返却できませんので、ご了承ください。
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元気いっぱいコーナー もうすぐ１歳（8月生まれ）

願い事がかなうといいな
７月５日（金）、おじま幼児園で七夕会が開催されました。
年長児のあおぐみ28人は、願い事を書いた短冊を楽しそう
に飾り付けしていました。

揖斐川町観光協会
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いびがわマラソン情報
今月の
特集

募集定員

250名

おもてなしの大会を　あなたの笑顔を添えて
　　　サポートしませんか？

いびがわマラソン
大自然の中、あたたかいおもてなしの大会を、支える側で味わってみませんか？

一般ボランティア募集

■受付期間 / 2019年

■募集要項

個人でも、2～5名程度のグループでもOK!
※15歳以上の方（中学生は参加不可）

5月7日（火）～8月30日（金）

5月7日（火）
　 ～8月30日（金）

10月中旬

①募集

②説明会のご案内

※いずれか指定のあった日に
　ご参加ください

10月29日（火）
 ～11月1日（金）予定

③ボランティア説明会

大会前日 11月9日（土）
大会当日 11月10日（日）

④ボランティア活動日

いびがわマラソンは、地域や企業・学校などの方のボランティアに支えていただいています。
そして、今年第32回を迎えられたのも、今まで大勢のボランティアの皆さんが、いびがわ
の温かい雰囲気、おもてなしの心をランナーの皆さんに伝えてくださったおかげです。
そんな中、以前から一般の方もボランティアで参加したいという温かい声をいただいて
おり、2年前（第30回）より一般ボランティアの皆さんを募集しております。大勢の皆さんで
支えることで、よりよい大会を創り上げたいと思います。
田舎の大会で、アクセスも決してよくはありませんが、大自然の中で温かいおもてなしの大会
を、支える側で味わってみませんか？

お問い合わせ いびがわマラソン実行委員会事務局

ボランティア参加3回で、いびがわマラソンに
優先エントリーできます（1回）特典

募集期間／5月7日（火）～8月30日（金）
募集定員／250名
申込区分／①個人　②グループ：2～5名で同じ活動を
希望される方　※グループの場合も、全員の方にボラ
ンティア説明会に参加していただきます。
申込条件／15歳以上の方（中学生は参加不可）
※未成年者の方は、保護者の同意を得てお申込みくだ
さい。活動日に指定の場所、時間で活動が可能である
こと。主催者が指定する日に、本人が説明会に参加でき
ること。その他、主催者が定めるボランティア参加の
注意事項を遵守し、活動できること。
募集区分／下記のとおり

お申込み／いびがわマラソンのホームページにある
『ボランティア参加申込書』を8月30日（金）までに、い
びがわマラソン事務局まで、E-mailもしくはFaxでお申
込みください。
支給物品／昼食（弁当とお茶）・粗品・ボランティア活
動証明書　※いびがわマラソンでは、ウェアは再利用
するため貸与とし、ボランティア活動終了後に返却して
いただきます。　※交通費・その他報酬の支給はござ
いません。
注意事項／①活動中の早退、途中からの参加はできま
せん。休憩は適宜、交代でとっていただく予定です。　
②活動日に荷物を預かる場所はありません。貴重品を
含め、荷物は各自で管理し、盗難や紛失に関しては、主
催者は一切の責任を負いません。　③当日は、主催者
が指定するウェアを着用します。動きやすい服装で活
動場所に集合してください。また、寒暖・雨天対策は各
自で行ってください。　④活動場所A～E（メイン会場、
ゴール）付近には、駐車場のご用意はありません。当日
の交通手段、経路の確認は各自で行ってください。
保　　険／事故やケガがあった場合は、保険の適応範
囲内で対応します。ただし、主催者の指示に遵守しな
かった場合や不適切と判断された場合には、適用する
ことができません。
個人情報の取り扱いについて／ボランティア活動中の
映像・写真・記事・記録等の、テレビ・新聞・雑誌・イン
ターネット等への掲載権、肖像権は、主催者に属します。

日にち 内　容 時 間 / 場 所 募集
人数

区
分

A

B

C

D

E

F

G

11/10
（日）

参加賞渡し

荷物預かり

完走証（速報）交付

完走記念品渡し

給　水

駐車場

30名

30名

30名

100名

20名

20名

20名

７：００～１５：００
メイン会場
８：００～１６：００
メイン会場
１１：００～１６：００
ゴール会場
１１：００～１６：００
ゴール会場
９：００～１３：００

久瀬振興事務所前
９：００～１６：００
井ノ口橋付近
５：４５～１０：００
各駐車場

（市場グラウンド ほか）
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2020年、東京で開催されるオリンピック、パラリンピックの熱気を引き継ぎ、高齢者を
はじめとする多くの皆さんが、スポーツや文化活動の素晴らしさを実感し、健康長寿の推進
につながる「第33回全国健康福祉祭ぎふ大会ねんりんピック岐阜2020」が岐阜県において
開催されます。
この大会では、岐阜県内42市町村で63種目が行われます。

ねんりんピックとは・・・
60歳以上の方を中心とした、スポーツ、文化、健康と福祉の総合的な祭典で、昭和63年に第１回が開催されてから、
毎年各都道府県持ち回りで開催されています。

５月29日（水）には、揖斐川町役場で、岐阜県ねんりんピック推進事務局長の丸山淳氏をお迎えし、
ねんりんピック岐阜2020揖斐川町実行委員会設立総会が開催されました。
総会では、実行委員会会則が制定され、委員等の委嘱も行われました。実行委員会会長の富田和弘
町長は、「大会の成功に向け、皆さんと共に万全の体制で準備を進めていきたい。」と話しました。
今後、実行委員会では来年の秋の開催に向けて、広報啓発活動や大会の実施計画の策定など様々な
取組みを実施していきます。

大会当日は、全国から選手や大
会関係者など多くの方が来町され
ます。
おもてなしの心でお迎えし、町
の魅力を全国の皆さんに知っても
らえる絶好の機会と捉え、一緒に
大会を盛り上げていきましょう。

ねんりんピック岐阜
今月の
特集

▲設立総会の模様

ねんりんピックに向けて一致団結！　～ 町実行委員会設立 ～

揖斐川町は、ソフト
ボール交流大会の開
催が決定！

【お問い合せ】企画部まちづくり推進課未来戦略室　℡22 - 2111
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揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
24

年
度
か
ら「
清
流
の
国
ぎ
ふ

森
林
・
環
境
税
」
を
活
用
し

た「
い
び
が
わ
キ
ッ
ズ
探
検
隊
」
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
町
内
小
中
学
校
の
野
外
学

習
活
動
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

５
月
23
日（
木
）か
ら
24
日（
金
）

に
、
大
和
小
学
校
の
５
年
生
が
、

ふ
じ
は
し
星
の
家
に
宿
泊
し
研
修

し
ま
し
た
。

登
山
や
徳
山
湖
で
の
E
ボ
ー
ト
体
験
な

ど
、
体
を
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
自
然
を
満
喫
し

ま
し
た
。
ま
た
、
火
起
こ
し
体
験
や
飯
ご
う

炊
さ
ん
な
ど
、
自
分
た
ち
の
手
で
生
活
を
営

む
経
験
を
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
体
験

活
動
を
通
し
て
、
自
然
の
恵
み
と
仲
間
の
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

６
月
３
日（
月
）、
東
京
都
千
代
田
区
の
気

象
庁
講
堂
で
、
第
１
４
４
回
気
象
記
念
日
式

典
が
開
催
さ
れ
、
気
象
庁
長
官
か
ら
揖
斐
川

町
へ
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
５３
年
に
揖
斐
川
地
域
気
象

観
測
所
が
揖
斐
川
町
役
場
敷
地
内
に
設
置
さ

れ
て
か
ら
40
年
余
り
が
経
ち
、
多
年
に
わ
た

り
気
象
観
測
所
の
委
託
観
測
業
務
に
献
身
的

に
協
力
し
、
気
象
業
務
の
発
展
に
寄
与
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
授
与
と
な
り
ま

し
た
。

揖
斐
川
町
は
、
こ
れ
か
ら
も
気
象
観
測
業

務
に
対
し
、
協
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

東
横
山
地
区
在
住
の
髙た
か

橋は
し

卓た
か
し

さ
ん
に
、
富

田
町
長
よ
り
瑞
宝
双
光
章
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

髙
橋
さ
ん
は
、
平
成
11
年
11
月
か
ら
町
村

合
併
の
平
成
17
年
１
月
ま
で
の
５
年
間
は
旧

藤
橋
村
議
会
議
員
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
17

年
３
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
４
年
間

は
揖
斐
川
町
議
会
議
員
と
し
て
３
期
９
年
間

在
職
さ
れ
、
生
活
環
境
の
整
備
や
観
光
振
興

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
11
年
11
月
か
ら

の
５
年
間
は
議
長
と
し
て
、
議
会
の
円
滑
な

運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
25
年
３
月
か
ら
平
成
３
年
３

月
ま
で
41
年
余
を
教
員
と
し
て
奉
職
し
、
教

育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

６
月
15
日（
土
）、
核
兵
器
の
無
い
平
和
な

世
界
を
目
指
し
て
行
進
す
る「
国
民
平
和
大

行
進
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
東
京
や
沖
縄
か
ら
平

和
へ
の
思
い
を
訴
え
な
が
ら
、
広
島
や
長
崎

を
目
指
す
も
の
で
、
揖
斐
川
町
で
も
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
揖
斐
郡
３
町
と
神
戸
町
で
行

わ
れ
、
揖
斐
川
町
で
は
、
真
教
寺（
三
輪
）

か
ら
揖
斐
川
町
役
場
ま
で
の
間
を
核
兵
器
の

廃
絶
を
訴
え
な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。

役
場
で
出
迎
え
た
高
橋
理
事
と
杉
本
議
長

か
ら
、
激
励
の
言
葉
と
合
わ
せ
て
、
平
和
へ

の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
ペ
ナ
ン
ト
を
平
和
大

行
進
の
代
表
者
に
手
渡
し
、
次
の
目
的
地
で

あ
る
池
田
町
へ
向
け
て
行
進
し
て
い
き
ま
し

た
。

町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
学
ぶ

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

平
和
大
行
進
で
核
の
廃
絶
を

訴
え
る

気
象
庁
長
官
か
ら
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た

▲協力して火起こし体験をする子どもたち

▲気象庁長官から授与された感謝状

▲伝達を受けた髙橋卓さん

▲核兵器の廃絶を願い行進
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６
月
16
日
（
日
）、
池
田
町
の
池
田
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
64
回
揖
斐
郡
消
防
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
揖
斐
郡
内
の
消
防
団
か
ら
小

型
ポ
ン
プ
の
部
９
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部

12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
消
防
技
術
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

　
　

優　

勝　

揖
斐
川
町
消
防
団
大
深
分
団

　
　

準
優
勝　

揖
斐
川
町
消
防
団
坂
下
分
団

　
　

三　

位　

揖
斐
川
町
消
防
団
北
方
分
団

　　
《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

　
　

優　

勝　

大
野
町
消
防
団

　
　

準
優
勝　

揖
斐
川
町
消
防
団
小
島
分
団

　
　

三　

位　

揖
斐
川
町
消
防
団
大
和
分
団

６
月
23
日（
日
）、
東
横
山
地
内
の
西
濃
学

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
同
体
育
館
で
、「
令

和
元
年
度
災
害
か
ら
命
を
守
る
揖
斐
川
町
藤

橋
地
区
土
砂
災
害
防
災
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
近
年
全
国
各
地
で
多
発
し

て
い
る
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
を
想
定
し
て

お
り
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
に
は
、
地
元
住
民
を
は
じ
め
、
消
防

団
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
赤
十
字
奉
仕
団
、

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
揖
斐
建
設
業
協

会
、
岐
阜
県
航
空
隊
な
ど
が
参
加
し
、
情
報

伝
達
や
支
援
体
制
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
訓
練
終
了
後
に
は
、
越
美
山
系
砂

防
事
務
所
副
所
長
に
よ
る
防
災
講
演
会
が
行

わ
れ
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
知
識
を
深
め
ま

し
た
。

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

全
日
本
ア
ン
ダ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ

王
座
決
定
戦
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

小
学
生
男
子
37
㎏
級

大
和
小
学
校
５
年

　
　

林は
や
し　
　

琉り
ゅ
う

新し
ん

さ
ん

（
上
南
方
）

中
学
生
男
子
39
㎏
級

北
和
中
学
校
１
年

　

林は
や
し　
　

賢け
ん

新し
ん

さ
ん

（
上
南
方
）

第
84
回
岐
阜
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

い
び
が
わ
陸
上

窪く
ぼ

田た　

壮そ
う

真ま

さ
ん

　

森も
り　

稀の

乃の

花か

さ
ん

内な
い

藤と
う　

惺せ
い

一い
ち

さ
ん

　

林は
や
し　
　

愛あ
い

菜な

さ
ん

松ま
つ

尾お　

凜り

音お
ん

さ
ん

　

小こ

谷た
に　

友ゆ

愛あ

さ
ん

井い

口ぐ
ち　

惺せ
い

太た

さ
ん

　

馬ま

渕ぶ
ち　

竣し
ゅ
ん

平ぺ
い

さ
ん

細ほ
そ

野の　

浩こ
う

平へ
い

さ
ん

　

小こ

西に
し　

泰た
い

誠せ
い

さ
ん

第
24
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦（
空
手
）

北
和
中
学
校
２
年

　

富と
み

田だ　

藍あ
い

海み

さ
ん

（
房
島
）

中
部
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
カ
デ
ッ
ト
・
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
の
部
）

大
和
小
学
校
３
年

　

若わ
か

原は
ら　

蒼そ
う

真ま

さ
ん

（
上
南
方
）

第
36
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会

小
島
小
学
校
６
年

　

國く
に

枝え
だ　

咲さ
く

花ら

さ
ん

（
和
田
）

揖
斐
郡
消
防
操
法
大
会

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

土
砂
災
害
防
災
訓
練

▲小型ポンプの部で優勝した大深分団

▲岐阜県防災ヘリによる救助訓練
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公
民
館
活
動

大
和
公
民
館

《
大
和
地
区
青
少
年
育
成
区
民
会
議
・

ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日
時　

８
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

受
付
7
時
30
分
～

◆
場
所　

大
和
小
学
校
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
方
公
民
館

《
盆
踊
り
大
会
》

◆
日
時　

８
月
15
日
（
木
）
19
時
～
21
時

◆
場
所　

北
方
神
社
境
内　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

清
水
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
大
会
》

◆
日
時　

８
月
11
日
（
日
）
18
時
～
20
時

◆
場
所　

清
水
公
民
館
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
館
内
で
開
催
。

《
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日
時　

8
月
18
日
（
日
）
８
時
～

◆
場
所　

清
水
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
小
学
校
体
育
館
で
開
催
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
島
公
民
館

《
夏
祭
り
の
踊
り
練
習
会
》

◆
日
時　

８
月
１
日
（
木
）・
９
日
（
金
）

　
　
　
　

19
時
30
分
～

◆
場
所　

小
島
小
学
校
体
育
館

《
第
17
回
小
島
夏
祭
り
》

◆
日
時　

８
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

18
時
～
21
時
30
分

◆
場
所　

小
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

《
お
じ
ま
親
子
防
災
キ
ャ
ン
プ
》

◆
日
時　

８
月
31
日
（
土
）
13
時
～

　
　
　
　

９
月
１
日
（
日
）
11
時
ま
で

◆
場
所　

小
島
小
学
校
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𦙾
永
公
民
館

《
夏
休
み
出
前
教
室
（
読
書
感
想
文
）》

◆
日
時　

８
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館
2
階
研
修
室

《
夏
休
み　
宿
題
・
勉
強
応
援
教
室
》

◆
日
時　

８
月
８
日
（
木
）　

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館
2
階
研
修
室

《
𦙾
永
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
大
会
》

◆
日
時　

８
月
11
日
（
日
）
９
時
～
12
時

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館
大
ホ
ー
ル

《
養
基
小
学
校
区
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日
時　

８
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

７
時
～
８
時
30
分

◆
場
所　

養
基
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時
は
小
学
校
体
育
館
で
開
催
。

《
𦙾
永
中
学
生
総
会
お
よ
び

𦙾
永
お
ど
り
練
習
会
》

◆
日
時　

８
月
18
日
（
日
）　

　
　
　

中
学
生
総
会　
　
　
　

13
時
～
14
時

　
　
　

𦙾
永
お
ど
り
練
習
会　

14
時
～
16
時

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館
大
ホ
ー
ル

《
𦙾
永
ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日
時　

８
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

６
時
30
分
～
７
時

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館
駐
車
場

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

谷
汲
公
民
館

《
ス
ポ
レ
ク
祭
》

◆
日
時　

８
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物　

上
靴

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

藤
橋
公
民
館

《
盆
踊
り
・
バ
ザ
ー
》

◆
日
時　

８
月
14
日
（
水
）
17
時
～
21
時

◆
場
所　

藤
橋
振
興
事
務
所
駐
車
場

※
雨
天
時
は
藤
橋
公
民
館
で
開
催
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

坂
内
公
民
館

《
坂
内
区
民
卓
球
大
会
》

◆
日
時　

８
月
４
日
（
日
）
９
時
～
12
時

※
エ
ン
ト
リ
ー
締
め
切
り　

９
時
20
分

◆
場
所　

坂
内
小
中
学
校
体
育
館

◆
内
容　

卓
球
（
特
別
ル
ー
ル
あ
り
）

※
初
心
者
で
も
参
加
可
能
。

《
坂
内
納
涼
盆
踊
り
大
会
》

◆
日
時　

８
月
13
日
（
火
）
19
時

◆
場
所　

坂
内
小
中
学
校
運
動
場

◆
内
容　

盆
踊
り
、
夜
店
、
バ
ン
ド
演
奏

※
打
ち
上
げ
花
火
あ
り
。

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）
13
時
か
ら
、

揖
斐
川
町
成
人
式
を
揖
斐
川
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

今
回
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
11
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

現
在
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
企
画
・
準
備
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

人
（
実
行
委
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場 
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、

次
の
と
お
り
「
あ
っ
た
か
い
言
葉
」
を
募
集

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
作
品
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

■
募
集
テ
ー
マ　

あ
っ
た
か
い
言
葉

■
募
集
資
格　

�

揖
斐
川
町
内
に
在
住
、
在

学
、
在
勤
の
人

■
募
集
期
間　

7
月
10
日
～
9
月
６
日

■
応
募
用
紙

　

揖
斐
川
町
役
場（
企
画
部
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
）、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」、

各
振
興
事
務
所
、
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

■
応

募

先

　

揖
斐
川
町
役
場（
企
画
部
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
）、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」、

各
振
興
事
務
所
、
各
公
民
館
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
は
、
学
校
の
先

生
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
作
品
の
発
表　

　

青
少
年
育
成
町
民
大
会
、
い
び
が
わ
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
広
報
い
び
が
わ
等
で
紹
介
予
定
。

■
お
問
い
合
せ

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」

　

℡
２
２

－

１
１
２
０

　

揖
斐
川
町
役
場 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

令
和
２
年
揖
斐
川
町
成
人
式

実
行
委
員
募
集
の
お
知
ら
せ

「
あ
っ
た
か
い
言
葉
」作
品
募
集
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本
年
度
の「
児
童
生
徒
文
化
事
業
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
揖
斐
郡
内
の
児
童

生
徒
の
作
品
を
展
示
し
て
公
開
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
家
族
で
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

揖
斐
郡「
児
童
生
徒
文
化
事
業
」の
ご
案
内

①
第
63
回
揖
斐
郡
児
童
生
徒
科
学
作
品
展

　
第
７
回
揖
斐
郡
社
会
科
課
題
追
究
学
習
作
品
展

⃝
�

夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
自
主
的
・
計
画

的
な
探
究
を
長
期
に
わ
た
っ
て
推
し
進

め
、
作
品
と
し
て
ま
と
め
る
活
動
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

作
品
を
交
流
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
身
近

な
自
然
や
生
活
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

理
科
・
社
会
科
教
育
お
よ
び
そ
の
基
礎
と

な
る
生
活
科
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

展
示
日
時　
９
月
７
日（
土
）～
８
日（
日
）

　
　
　
　　
９
時
～
17
時

展
示
会
場　
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
は
な
も
も 

２
階　

展
示
部
門

　
児
童
生
徒
科
学
作
品
展

　
　
・研
究
の
部

　
　
・採
集
の
部

　
　
・科
学
工
作
の
部

　

�

社
会
科
課
題
追
究
学
習

作
品
展

　
　
・�特
に
部
門
は
設
け
ま
せ
ん
。

②
第
32
回
揖
斐
郡
図
工・美
術
作
品
展

⃝
�

郡
内
児
童
生
徒
の
図
工
・
美
術
作
品
の
交

流
を
通
し
て
、図
工
・
美
術
へ
の
理
解
と

関
心
を
高
め
、
郡
内
美
術
教
育
の
発
展
と

向
上
を
図
り
ま
す
。

展
示
日
時

　
令
和
２
年
１
月
24
日（
金
）～
28
日（
火
）

　
（
１
月
27
日
は
休
館
日
で
す
。）

　
９
時
～
17
時　

　
最
終
日
28
日（
火
）は
９
時
～
12
時
で
す
。

展
示
会
場　

�

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

は
な
も
も 

２
階

※�

揖
斐
郡「
ふ
れ
あ
い
作
品
展
」も
併
設
し
て

展
示
し
て
い
ま
す
。

③
揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

⃝
�

学
校
図
書
館
に
お
け
る
読
書
指
導
の
充
実

と
振
興
を
図
り
ま
す
。

⃝
�

郡
内
児
童
生
徒
の
健
全
か
つ
豊
か
な
心
の

育
成
と
読
書
能
力
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

郡
審
査　
９
月
９
日（
月
）

審
査
部
門　

�「
自
由
図
書
の
部
」・「
課
題
図
書

の
部
」

　
　
（
字
数　
小
学
低　
　
　
８
０
０
字
以
内

　
　
　
　
　

小
学
中・高　
１
２
０
０
字
以
内

　
　
　
　
　

中
学
校　
　
２
０
０
０
字
以
内
）

優
秀
作
品
集
の
展
示

　
各
町
内
の
図
書
館
に

て
展
示
す
る
予
定
で
す
。

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

当
館
で
は
８
月
18
日
（
日
）
ま
で
、
企
画

展
「
戦
争
と
ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
」
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
戦
争
と
の
か
か
わ
り

を
テ
ー
マ
に
、
戦
時
下
に
使
用
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
日
用
品
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

◆
会
場　
　

第
二
展
示
室

講
演
会

『「
令
和
」
の
理
想
と

揖
斐
川
町
の
可
能
性
』

　

令
和
の
改
元
を
穏
や
か
に
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
日
本
は
新
た
な
時
代
に
向
け
て
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
「
令
和
」
社
会
を
私
た
ち
は
ど
う
生
き
る

べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
社
会
を
作
っ
て
い
く

べ
き
か
、
揖
斐
川
町
か
ら
発
信
し
て
い
く
契

機
に
し
よ
う
と
、
表
記
の
講
演
会
を
企
画
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◆
日
時　

９
月
22
日
（
日
）
13
時
30
分
～

◆
場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は
な
も
も
」

◆
講
師　

所　

功 

氏

　
　
　
　
（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
）

◆
参
加
費　

無
料

　

令
和
元
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
２
期
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
は
、「
レ

デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
」・「
ラ
ク
ラ

ク
健
康
づ
く
り
教
室
」
の
申
込
受
付
を
行
い

ま
す
。

　

楽
し
く
体
を
動
か
し
、
健
康
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

健
康
広
場
健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集
！

企
画
展

「�
戦
争
と
ふ
る
さ
と
の

暮
ら
し
」好
評
開
催
中

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

金属特別回収時の梵鐘供出

国
民
服

教室名 曜日・日時 対象・定員 参加費
レディース
フィットネス

毎週金曜日
10:00 ～ 11:30

20歳以上60歳未満の
女性　20人 4,000円

ラクラク
健康づくり

毎週木曜日
13:30 ～ 15:00

60歳以上の
男女　25人

4,000円
65歳以上
3,000円

■申込期間　８月２日（金）～８月９日（金）　９時～ 17時
■申込場所　揖斐川健康広場
■開催日程　９・10・11月（全10回）
■募集定員　定員になり次第締切ります。※新規優先受付
■参 加 費　上記記載の参加費
　　　　　　（お申込時に参加費・印鑑をお持ちください）
■そ の 他　一人一教室限りの申込みとなります。※申込時年齢厳守
※詳しくは健康広場までお問い合せください。
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夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
ラジオ体操は誰でもどこでも行えるもっともポピュラーな運動です。
　◆ 続けることで、柔軟性・持久力・瞬発力もアップします。
　◆ 朝行えば、血行がよくなり思考力も高まります。
　◆ 生活が乱れがちな夏休みでも、定期的に早朝に行えば生活習慣の健全化も図れます。
　◆ 多くの方が集う場所で行うことで、地域のコミュニケーションの場となります。

下記のとおり揖斐川健康広場を会場として夏期巡回ラジオ体操会が開催されます。
ぜひご参加いただき、この機会にラジオ体操の価値を見直し、健康づくりと地域づくりに
お役立てください。

日　時 ８月28日（水）
午前６時～６時50分（開場　午前５時）

場　所 揖斐川健康広場ビッグランド
（荒天時）健康広場アリーナ（人数制限あり）

・・・・　お　願　い　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
⃝臨時駐車場からシャトルバスを運行する予定です。
⃝�雨天の場合は会場の都合により人数を制限します。その場合は当日の朝に
音声告知放送でおしらせします。
⃝駐車場をご利用の際は乗り合わせにてお越しください。
⃝�終了後スムーズにお帰りいただくため、近隣の方は極力、徒歩、自転車等で
お越しください。
⃝�駐車場によっては送迎バスが運行しますが、徒歩での移動にご協力いただき、
高齢者や幼児、体の不自由な方がバスを利用できるようご協力ください。
⃝路上駐車や指定された駐車場以外の無断利用は絶対にやめてください。
⃝熱中症予防のため、飲み物をご準備ください。

　　タイムスケジュール
6:00	 開会
6:00~6:10	 あいさつ
6:10~6:30	 歌と体操指導
6:30~6:40	 ラジオ生放送
　	 （NHKラジオ放送第１）
6:40~6:50	 閉会・記念品配布等

ＮＨＫラジオ第１全国生放送
８月 28日（水）
午前６時 30分～６時 40分

当日ラジオ体操カードを持参
された方には特別スタンプを
押します。

No. 駐車場とバス発着場箇所 対応送迎人数 バス発車予定時刻

① 揖斐川町役場駐車場
(約200台駐車可) 200名

5：00～6：00
（予定）② 地域交流センター・JAいび川本店駐車場

(約300台駐車可) 700名
③ 揖斐総合庁舎駐車場(約200台駐車可)
④ 谷汲振興事務所　バス発着場 100名 5：15
⑤ 旧春日中学校　バス発着場 60名 5：10
⑥ 久瀬公民館　バス発着場 40名 5：10

⑦ 旧やまと幼児園跡地駐車場 ※�シャトルバスの運行はしません。歩いて会場へお越し
ください。

主催　㈱かんぽ生命保険・ＮＨＫ・NPO法人全国ラジオ体操連盟
共催　揖斐川町
問い合せ先 　揖斐川町役場　スポーツ推進室　℡ 22－2111（ 当日問い合せ  揖斐川健康広場　℡ 21－3100）
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

図書館フェスティバル 開催！

２階　第１～３会議室
10 時 50分	★　おはなし会
	 ★　しおりをつくろう
	 ★　図書のリサイクル市

☆
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
☆

谷
汲
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
紙
で
作
る
昆
虫
・
動
物
展
」

　

一
枚
の
紙
を
切
っ
た
り
折
っ
た
り
し
て
で

き
た
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
動
物
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

■
期
間　

８
月
１
日（
木
）～
８
月
31
日（
土
）

■
場
所　

谷
汲
図
書
館

■
出
展　

紙
工
芸
作
家　

宮
西　

徹
さ
ん

■
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

お
は
な
し
会

揖
斐
川
図
書
館

　

８
月
３
日（
土
）
10
時
30
分
～

　

テ
ー
マ　

こ
わ
い
絵
本

　

８
月
は
、
図
書
館
職
員
主
催
の
お
は
な
し

会
で
す
。

谷
汲
図
書
館

　

８
月
17
日（
土
）
10
時
30
分
～

内　

容　

当
日
の
お
楽
し
み
♪

ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
本
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

図
書
館
で
は
、「
本
と
人
を
繋
ぐ
」
た
め
に
、

毎
年
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
リ
サ
イ
ク
ル

市
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
う
十
分
楽
し
ん
だ
絵

本
や
本
棚
に
眠
っ
て
い
る
実
用
書
や
写
真
集
が

あ
れ
ば
、
図
書
館
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
リ
サ

イ
ク
ル
市
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

汚
れ
や
破
れ
が
目
立
つ
本
は
、
お
断
り
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

８
月
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日

　

13
日（
火
）　

30
日（
金
）

揖
斐
川
図
書
館
の
開
館
時
刻
の
延
長

■
期
間　

８
月
29
日（
木
）
ま
で

※
た
だ
し
、
土
日
を
除
く
。

■
時
間　

19
時
30
分
閉
館

夏
休
み
特
別
展
示

『
読
書
感
想
文　
課
題
図
書
展
示
』

■
期
間　

７
月
13
日（
土
）～
８
月
31
日（
土
）

■
場
所　

谷
汲
・
揖
斐
川
図
書
館

展
示
コ
ー
ナ
ー

※�

課
題
図
書
は
、
貸
出
が
集
中
す
る
た
め
、

１
人
１
冊
、
１
週
間
以
内
で
貸
出
し
て
お

り
ま
す
。
町
内
の
３
館
ど
こ
か
ら
も
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
課
題
図
書
一
覧
》

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

・
魔
女
の
の
ろ
い
ア
メ

�

（
草
野 

あ
き
こ 

作
）

・
ス
タ
ン
リ
ー
と
小
さ
な
火
星
人

�

（
サ
イ
モ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ 

作
）

・
心
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
？

（
い
も
と 

よ
う
こ 

絵
・
こ
ん
の 

ひ
と
み 

作
）

・
も
ぐ
ら
は
す
ご
い

�

（
ア
ヤ
井 

ア
キ
コ 

作
）

【
小
学
校
中
学
年
の
部
】

・
か
み
さ
ま
に
あ
い
た
い

�
（
当
原 

珠
樹 

作
）

・
子
ぶ
た
の
ト
リ
ュ
フ

�

（
ヘ
レ
ン
・
ピ
ー
タ
ー
ス 

文
）

・
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
し
ゅ
ん
か
ん
図
鑑

�

（
伊
知
地 

国
夫 

写
真
）

・
季
節
の
ご
ち
そ
う　

ハ
チ
ご
は
ん

�

（
横
塚 

眞
己
人 

写
真
と
文
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

・
ぼ
く
と
ニ
ケ�

（
片
川 

優
子 

著
）

・
か
べ
の
む
こ
う
に
な
に
が
あ
る
？

（
ブ
リ
ッ
タ
・
テ
ッ
ケ
ン
ト
ラ
ッ
プ 

作
）

・
マ
ン
ザ
ナ
の
風
に
の
せ
て

�

（
ロ
イ
ス
・
セ
パ
バ
ー
ン 

作
）

・
も
う
ひ
と
つ
の
屋
久
島
か
ら

（
武
田 

剛 

著
）

【
中
学
校
の
部
】

・
星
の
旅
人�

（
小
前 

亮 

著
）

・
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝（小

手
鞠 

る
い 

著
）

・
サ
イ
ド
・
ト
ラ
ッ
ク

（
ダ
イ
ア
ナ
・
ハ
ー
モ
ン
・
ア
シ
ャ
ー 

作
）

【
高
等
学
校
の
部
】

・
こ
の
川
の
む
こ
う
に
君
が
い
る

（
濱
野 

京
子 

作
）

・
ザ
・
ヘ
イ
ト
・
ユ
ー
・
ギ
ヴ

（
ア
ン
ジ
ー
・
ト
ー
マ
ス 

作
）

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
学
校
を
つ
く
る

（
吉
岡 

大
祐 

著
）

『
お
手
伝
い
し
ま
す
！
自
由
研
究
』

■
期
間　
７
月
13
日（
土
）～
８
月
31
日（
土
）

■
場
所　

揖
斐
川
・
谷
汲
図
書
館

※�

児
童
書
コ
ー
ナ
ー
で
夏

休
み
の
自
由
研
究
に
役

立
つ
図
書
を
紹
介
し
ま

す
。
テ
ー
マ
に
迷
っ
た

ら
、
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
ど

う
ぞ
。
一
緒
に
図
書
を
探
し
ま
す
。

2階　ロビー
★　サークル活動展示

日時　８月31日（土）　9時40分～12時　　　 会場　地域交流センター  はなもも

１階　多目的室１
９時 40分　子どもスタンプラリー表彰式
※終了後、クラウンショー開催
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～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

◎英語で遊ぼう
会場　子育て支援センター
　　　ショコラルーム
日時　８月29日（木）
　　　10：30 ～ 11：30
講師さんと英語で簡単なあ
いさつをしたり、親子で
ゲームを楽しみます。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8
発育測定

9 10

11
山の日

12
振替休日

13 14
※ピッコロ９月号
　（午後）発刊予定

15 16 17
第３土曜開館日

18 19 20
♪音楽のひろば
　ハーモニー

21
★出前保育
谷汲保健センター
※支援センター活動行
事申し込み開始予定

22
♪リフレッシュ
　体操

23 24

25 26 27
♪おやつ指導

28
出前保育
いび幼児園

29
♪英語で遊ぼう

30
♥お話ルーム
♪誕生会

31

☆子育て支援センターは、子ども（０～18歳未満）の
　あらゆる相談窓口です。
＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

【８月の活動予定】

揖斐川
揖斐川町南方193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　9：00～ 16：00

◎音楽のひろば『ハーモニー』
会場　子育て支援センター
　　　ショコラルーム
日時　８月20日（火）
　　　10：30 ～ 11：30
みんなで一緒に歌の楽しさを味
わいます。

◎出前保育
会場　谷汲保健センター
日時　８月21日（水）
　　　9：30 ～ 11：30
晴れ：水あそび
雨：室内で簡単なおもちゃ
作りをします。

ミナモも応援！子育て運動会

※子育てについて職員と
　おしゃべりをしましょう。

◎町内の幼児園　なかよしタイム
　今月は８月28日（水）です。
◎揖斐幼稚園　開放日
　８月28日（水）
　♪幼稚園へ申込みください。
　　　　　　　　　　　（当日可）
　℡２２－６００８

◎お話ルーム　誕生会
会場　子育て支援センター
　　　ショコラルーム・ホール
日時　８月 30日（金）
　　　10：30 ～ 11：30
お話ルームでは『人形劇同好会
パクパク』の楽しいお話を予定
しています。

・行事の申込みは、前月の中頃より実施日前日まで、揖斐川子育
て支援センターで受付けています。（電話予約不可）
♥は要申込み　♪は要申込みで人数制限があります。
★は、他地域の方も参加できます。
※荒天の場合など行事を中止する場合があります。

子育て運動会に参加しませんか
　プレパパ・プレママから、子育て中のパパやママ、地域の方と一緒に
体を動かし楽しい時間を過ごしませんか・・多くの方の参加をお待ちし
ています。
日　時　10月９日（水）10時～ 12時（９時～９時45分　受付）
場　所　谷汲スポーツセンター（揖斐健康ひろばアリーナ耐震工事のため）
募集人数　親子60組（子ども60名）
申込先　揖斐川子育て支援センター（電話申込み不可）
申込日　８月５日（月）から揖斐川町内在住者
　　　　８月13日（火）から町外在住者　※定員になり次第締め切ります。
※詳細は受付時にて
※プレパパ・プレママ、地域の方の参加もお待ちしています。受付は当日スポー
ツセンターで行ってください。
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●
「
体
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
！
」

～
お
じ
ま
幼
児
園
～

　

お
じ
ま
幼
児
園
で
は｢

体
力
作
り
か
ら
お
腹

の
す
く
リ
ズ
ム
に
繋
げ
る｣

と
い
う
テ
ー
マ
の

下
に
年
間
を
通
し
て
運
動
遊
び
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
６
月
に
行
っ
た
親
子
の
集
い
で
は
、

小
学
校
の
体
育
館
で
子
ど
も
達
が
取
り
組
ん
で

い
る
運
動
遊
び
の
様
子
を
保
護
者
の
方
に
見
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
合
っ
た
遊

び
を
取
り
入
れ
た
両
足
ジ
ャ
ン
プ
や
ト
ン
ネ
ル

く
ぐ
り
等
の
サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
を
し
ま
し
た
。

ま
た
親
子
の
触
れ
合
い
の
場
で
は
、
育
て
た
い

運
動
能
力
を
取
り
入
れ
た
遊
び
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
た
。
参
加
し
た
保
護
者
の
方
か
ら
は｢

楽
し
か
っ
た
！｣

「
こ
ん
な
に
子
ど
も
の
体
力
が

あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た｣

等
の
声
も
聞
か
れ
、

園
で
の
様
子
を
知
っ
て
頂
く
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

運
動
遊
び
は
体
力
作
り
だ
け
で
な
く
、
出
来

な
か
っ
た
こ
と
が
、
練
習
を
し
て
出
来
る
よ
う

に
な
る
嬉
し
さ
を
実
感
し
、
さ
ら
に
次
へ
挑
戦

し
た
い
と
い
う
意
欲
に
も
繋
が
り
ま
す
。
遊
ん

だ
あ
と
は
、｢

お
腹
す
い
た
ぁ
、
今
日
の
給
食
何

か
な
？｣

と
食
べ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
す
る
子

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
体
を
使
っ

た
遊
び
を
た
く
さ
ん
し
て
、
楽
し
く
食
べ
る
こ

と
を
大
切
に
し
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。
～子育て支援センターの紹介～

　地域のお年寄りの方に教えてもらいながら、支援センターの畑で春野菜を育てました。玉ねぎ　
さやえんどう　じゃがいもを親子で収穫体験をしたあと、とれたて野菜を目の前に、オリジナルレシ
ピの紹介で会話が盛りあがりました。
　夏野菜も（トマト　ナス　オクラなど）収穫を楽しみます。

～年齢別交流～
　5月の年齢別交流は親子でセンターよりほど近い中島公園に散歩に行きました。心地よい風を感
じ歩きながら、お母さん同士の楽しい会話が弾みました。
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令和元年第４回揖斐川町議会定例会が、６月７日から14日までの８日間の会期で開催されました。
６月７日の定例会初日には、町長から計20議案についての提案説明が行われました。このうち12議
案が可決・同意され、残る８議案の審査は各委員会に付託されました。また、議員発議により提出さ
れた「新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出」が原案どおり可決されました。
10日に総務文教常任委員会、11日は民生建設常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審
査が行われました。
13日の定例会２日目には、７名の議員が一般質問を行いました。
14日の定例会最終日には、付託された議案の審査結果について各委員長から報告され、質疑・討論・
採決が行われ、すべての議案が原案どおり可決されました。
本定例会に提出された案件の主な内容、また一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

報
告
案
件

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
事

業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
31
年
度
揖

斐
川
町
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
及
び
予

算
の
報
告

○
平
成
30
年
度
一
般
財
団
法
人
い
び
が
わ
事

業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
31
年
度
一

般
財
団
法
人
い
び
が
わ
事
業
計
画
及
び
予

算
の
報
告

○
平
成
30
年
度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春

日
事
業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
31
年

度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春
日
事
業
計

画
及
び
予
算
の
報
告

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算
の

繰
越
明
許
費
の
報
告

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
の
繰
越
明
許
費
の
報
告

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会
計

予
算
の
繰
越
額
の
報
告

条
例
案
件

 

○
揖
斐
川
町
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

県
か
ら
の
権
限
委
譲
事
務
で
あ
り
、
規
則

に
お
い
て
県
条
例
に
基
づ
く
事
務
で
あ
る

こ
と
を
制
定
し
、条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
お
い
て
投
票
管

理
者
等
の
報
酬
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
小
学
校
及
び
中
学
校
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
元
年
10
月
１
日
に
社
会
保
障
の
安
定

財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な

改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
よ
る
同
法
施
行

令
な
ら
び
に
県
補
助
金
交
付
要
綱
の
改
正
等

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

不
正
競
争
防
止
法
等
の
改
正
に
よ
る
工
業

標
準
化
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準

及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者

の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

水
道
法
施
行
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

補
正
額

　

６
億
４
９
８
９
万
６
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

１
３
８
億
６
４
２
１
万
７
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　
　

３
１
万
８
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

７
億
８
４
０
１
万
８
０
０
０
円

人
事
案
件

○
揖
斐
川
町
大
和
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

第４回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

ここが聞きたい
一般質問

議員７名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問
及び答弁は要約しています。）

大
西　
武
久 

議
員

厚
生
連
揖
斐
総
合
病
院
の
大
野
町
移
転
計
画

に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
民
は
、
揖
斐
厚
生
病
院
が
無
く

な
る
と
大
変
大
き
な
不
安
を
持
っ
て
、
執
行

部
議
会
の
対
応
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
厚
生
病
院
は
、
昭
和
27
年
揖
斐
郡
の

郡
都
で
あ
る
揖
斐
川
町
に
開
設
さ
れ
、
今
日

ま
で
西
濃
北
部
医
療
体
制
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
医
療
事
業
は
、
明
治
33
年
に
制
定

さ
れ
た
産
業
組
合
法
の
下
で
、
大
正
８
年
11

月
窮
乏
し
て
い
る
農
村
地
域
の
無
医
地
区
の

解
消
と
、
低
廉
な
医
療
供
給
を
目
的
に
、
島

根
県
鹿
足
郡
青
原
村
の
信
用
購
買
販
売
生
産

組
合
が
、
医
療
事
業
の
兼
営
し
た
の
が
始
ま

り
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
こ
の
運
動
は
全
国
的
に
広
が
り
、

そ
の
の
ち
農
業
会
に
改
組
さ
れ
、
昭
和
23
年

に
農
業
会
が
解
散
し
、
農
業
法
の
下
で
厚
生

連
が
継
承
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

目
的
は
、
無
医
村
・
無
医
町
の
僻
地
医
療
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
大
野
町
移
転
計
画
は
、
医
療
目
的

の
趣
旨
に
反
し
、
過
疎
地
切
り
捨
て
、
利
便

さ
・
交
通
の
利
便
の
い
い
大
野
イ
ン
タ
ー
付
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次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

富
田　

智
さ
ん（
上
南
方
）

○
揖
斐
川
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員
の
補
欠

選
挙

揖
斐
川
町
か
ら
選
出
す
る
議
員
に
次
の
方

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

河
瀬 

九
十
九
さ
ん（
北
方
）

そ
の
他
の
案
件

○
揖
斐
川
町
指
定
金
融
機
関
の
指
定

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
、
株
式
会
社
大
垣

共
立
銀
行
揖
斐
支
店
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
西
濃
環
境
整
備
組
合
規
約
の
変
更

○
大
垣
衛
生
施
設
組
合
規
約
の
変
更

大
垣
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

し
、
令
和
元
年
５
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
各
規
約
の
変
更
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
て
相
手
方
と
和
解

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

作
業
路
ホ
ハ
レ
線
開
設
工
事

契
約
金
額　
　
　
　

２
億
１
４
５
０
万
円

契
約
の
相
手
方　
　

西
濃
建
設
株
式
会
社

議
員
発
議

○
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出

現
行
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
法
が
令
和
３

年
に
失
効
す
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

過
疎
地
域
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
新

た
な
過
疎
法
の
制
定
を
国
に
要
望
す
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

5
月15

日　

議
員
研
修
会
（
東
京
）

22
日　

第
５
回
議
会
運
営
委
員
会

22
日　

５
月
月
例
会
（
第
３
回
）

６
月７

日　

第
４
回
町
議
会
定
例
会
（
初
日
）

10
日　

第
２
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

11
日　

第
２
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

13
日　

第
４
回
町
議
会
定
例
会

（
２
日
目
）
一
般
質
問

14
日　

第
４
回
町
議
会
定
例
会（
最
終
日
）

14
日　

第
２
回
全
員
協
議
会

24
～
25
日　

海
外
戦
略
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

視
察
研
修
（
高
山
市
）

議
会
活
動
報
告

▲５月 15日
議員研修会（東京）

▲６月 24日
海外戦略特別委員会
視察研修（高山市）

ここが聞きたい
一般質問

議員７名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問
及び答弁は要約しています。）

大
西　
武
久 

議
員

厚
生
連
揖
斐
総
合
病
院
の
大
野
町
移
転
計
画

に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
民
は
、
揖
斐
厚
生
病
院
が
無
く

な
る
と
大
変
大
き
な
不
安
を
持
っ
て
、
執
行

部
議
会
の
対
応
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
厚
生
病
院
は
、
昭
和
27
年
揖
斐
郡
の

郡
都
で
あ
る
揖
斐
川
町
に
開
設
さ
れ
、
今
日

ま
で
西
濃
北
部
医
療
体
制
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
医
療
事
業
は
、
明
治
33
年
に
制
定

さ
れ
た
産
業
組
合
法
の
下
で
、
大
正
８
年
11

月
窮
乏
し
て
い
る
農
村
地
域
の
無
医
地
区
の

解
消
と
、
低
廉
な
医
療
供
給
を
目
的
に
、
島

根
県
鹿
足
郡
青
原
村
の
信
用
購
買
販
売
生
産

組
合
が
、
医
療
事
業
の
兼
営
し
た
の
が
始
ま

り
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
こ
の
運
動
は
全
国
的
に
広
が
り
、

そ
の
の
ち
農
業
会
に
改
組
さ
れ
、
昭
和
23
年

に
農
業
会
が
解
散
し
、
農
業
法
の
下
で
厚
生

連
が
継
承
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

目
的
は
、
無
医
村
・
無
医
町
の
僻
地
医
療
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
大
野
町
移
転
計
画
は
、
医
療
目
的

の
趣
旨
に
反
し
、
過
疎
地
切
り
捨
て
、
利
便

さ
・
交
通
の
利
便
の
い
い
大
野
イ
ン
タ
ー
付

近
に
移
設
す
る
こ
と
は
、
揖
斐
川
町
民
と
し

て
強
い
憤
り
を
覚
え
、
今
こ
そ
議
会
は
揖
斐

川
町
民
と
一
緒
に
な
り
、
計
画
変
更
を
申
し

出
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
揖
斐
厚
生
病
院
移
転
に
つ
き
ま
し

て
は
、反
対
の
意
思
を
明
確
に
表
明
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
我
々
の
意
思
に
反
し
、
移
設
計

画
が
実
行
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
後
の
揖

斐
川
町
の
地
域
医
療
を
充
実
し
、
町
民
の
健

康
管
理
・
生
命
を
護
る
こ
と
は
、
自
治
体
と

し
て
の
責
務
で
あ
り
、
責
任
を
持
っ
て
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

幸
い
に
し
て
谷
汲
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
・

春
日
旧
５
村
に
つ
い
て
は
振
興
協
会
を
中
心
と

し
た
診
療
所
設
備
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
こ
の

診
療
所
と
大
垣
市
民
病
院
と
の
間
で
、
電
送

シ
ス
テ
ム
を
よ
り
充
実
さ
せ
れ
ば
山
間
部
の
町

民
の
医
療
体
制
は
確
立
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

久
瀬
診
療
所
か
ら
大
垣
市
民
病
院
ま
で
の

所
要
時
間
は
、
37
分
で
行
け
ま
す
。

　

電
送
シ
ス
テ
ム
の
充
実
実
現
化
を
強
力
に
推

し
進
め
る
よ
う
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

問
題
は
、
旧
揖
斐
川
町
民
１
５
，
６
５
７

名
の
健
康
生
命
を
ど
う
守
る
か
で
す
。

　

ご
承
知
の
様
に
、
旧
揖
斐
川
町
に
は
、
数

軒
の
開
業
医
療
機
関
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
５
，
６
５
７
名
の
町
民
の
健
康
を
守
る

に
は
、
私
は
無
理
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

揖
斐
厚
生
病
院
の
診
療
部
門
存
続
が
不
可
欠

で
す
。
町
長
に
は
、
存
続
実
現
に
向
け
て一層
の

ご
尽
力
を
要
望
し
、
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

揖
斐
厚
生
病
院
は
、
こ
れ
ま
で
永
き
に
わ

た
り
西
濃
北
部
の
医
療
体
制
に
お
い
て
中
心

的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
町
に
中
核
病
院

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
の
構
想
に
よ
る
と
、
医
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一
票
を
投
じ
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
の
原

点
で
あ
り
ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
目
的
は
、
多
く
の
人

が
選
挙
に
行
き
、
投
票
率
を
上
げ
る
こ
と
だ

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
え
て
投
票
率
が
下
が
る
こ
の
制
度
は
基

本
的
人
権
を
無
視
し
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
制
度
を

実
施
し
た
山
陰
地
方
で
の
実
地
結
果
で
は
、

約
10
％
か
ら
17
％
投
票
率
が
下
が
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
移
動
投
票
所
を
検

討
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

今
一
度
、
投
票
所
の
見
直
し
を
検
討
す
る

よ
う
強
く
求
め
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

投
票
所
の
統
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、｢

選
挙

事
務
に
従
事
す
る
町
職
員
の
減
少｣

、｢

投
票

管
理
者
、
投
票
立
会
人
の
確
保｣

、｢

自
然
災
害

等
有
事
へ
の
対
応｣

及
び
、｢

期
日
前
投
票
の

投
票
率
の
向
上｣

な
ど
、
様
々
な
要
因
を
検
討

し
て
、27
投
票
所
を
13
投
票
所
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
有
権
者
の
利
便
性
の
確
保

と
い
た
し
ま
し
て
、
選
挙
当
日
の
投
票
所
へ

の
送
迎
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
部
長
よ
り

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

総
務
部
長

　

平
成
29
年
10
月
22
日
執
行
さ
れ
た
衆
議
院

議
員
総
選
挙
時
に
は
、
台
風
21
号
が
東
海
地

方
に
接
近
し
た
こ
と
に
よ
り
、
選
挙
事
務
と

平
行
し
て
警
戒
態
勢
を
敷
き
、
災
害
対
応
を

行
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
投
票
時
間
帯
に

最
接
近
し
た
台
風
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
午
後
８
時
か
ら
開
票
事
務
と
警
戒
班

に
職
員
を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
対

町
の
中
山
間
地
域
の
医
療
確
保
に
有
効
な
手

段
で
あ
る
か
、
今
後
調
査
研
究
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
西　
武
久 

議
員

揖
斐
川
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
有
り
方
に
つ
い
て

　

現
在
、
揖
斐
川
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
５
，
０

３
５
軒
、
63
・
８
％
の
加
入
者
が
あ
り
、
町

民
が
注
目
し
て
放
送
を
見
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
多
数
の
区
長
さ
ん
よ
り
、
編
集
抜

き
の
放
送
を
是
非
実
現
を
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
私
の
所
に
き
ま
し
た
。
私
も
当
然
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
執
行
部

に
も
関
係
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
え
て
言
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
、町
議
会
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
揖
斐
川
町
で
初
め
て
、
町
内
在
住

の
政
治
に
関
心
を
持
っ
た
若
い
人
達
が
、
２
分

間
の
待
ち
時
間
で
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も

も
で
討
論
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
討
論
会
に
は
12
名
の
立
候
補
予
定
者

が
参
加
し
ま
し
た
。
若
者
の
会
よ
り
、
10
項

目
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

賛
否
両
論
が
分
か
れ
ま
し
た
が
、
１
つ
の

質
問
だ
け
、
12
名
全
員
が
一
致
し
た
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は「
今
揖
斐
川
町
の
議

会
は
、
開
か
れ
た
議
会
だ
と
思
い
ま
す
か
。」

と
の
質
問
で
、全
員
が「
開
か
れ
て
い
な
い
。」

と
の
回
答
で
し
た
。

　

今
こ
の
議
場
に
み
え
ま
す
、
８
名
の
現
職

議
員
も
そ
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

私
を
混
ぜ
る
と
９
名
の
議
員
が
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

編
集
抜
き
の
あ
り
の
ま
ま
議
会
を
、
町
民

に
放
映
す
る
こ
と
は
、
議
会
改
革
の
一
丁
目

一
番
地
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

池
田
町
は
、
議
会
開
催
日
に
な
る
と
、
議
会

生
中
継
を
見
る
人
で
庁
舎
の
ロ
ビ
ー
に
多
く
の

町
民
が
集
ま
っ
て
い
る
姿
を
私
も
見
ま
し
た
。

　

大
多
数
の
町
民
が
望
む
編
集
抜
き
の
揖
斐

川
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
映
の
実
現
を
決
断
さ
れ
る
よ

う
期
待
を
し
、町
長
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

現
在
、
編
集
を
し
な
い
議
会
の
放
送
は
、

議
場
で
の
本
会
議
及
び
一
般
質
問
に
つ
い

て
、
役
場
ロ
ビ
ー
の
テ
レ
ビ
に
お
い
て
生
放

送
を
し
て
い
ま
す
。

　

後
日
、
い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い
て
放

送
し
て
い
る
も
の
に
関
し
ま
し
て
は
、
一
般
質

問
を
中
心
に
本
会
議
の
状
況
を
、
視
聴
さ
れ
る

方
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
編
集
し
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
議
案
が
可
決

さ
れ
た
か
と
い
っ
た
事
な
ど
を
、
聴
覚
が
ご
不

自
由
な
方
で
も
、
視
覚
的
に
分
か
る
よ
う
に
、

文
字
で
の
情
報
を
付
け
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
方
が
視
聴
さ
れ
る
、
い
び
が
わ

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
け
る
編
集
を
し
な
い
議
会

の
放
送
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
員
の
皆
さ
ん

と
も
協
議
を
し
、
番
組
審
議
会
の
ご
意
見
も

伺
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

大
西　
武
久 

議
員

投
票
場
併
合
の
件
に
つ
い
て

　

今
回
、
私
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
補
欠

選
挙
の
運
動
で
各
地
区
を
ま
わ
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

旧
久
瀬
・
坂
内
・
春
日
地
区
で「
投
票
に

は
行
き
た
い
が
遠
く
て
行
け
な
い
。
何
故
こ

ん
な
こ
と
に
成
っ
た
の
か
。
私
達
は
投
票
に

行
か
な
く
て
も
い
い
の
か
。」
と
の
不
満
を

多
く
の
人
達
か
ら
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

師
の
不
足
や
周
辺
地
域
の
人
口
減
少
、
施
設

の
耐
震
化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
の
経
営
が
厳

し
い
状
況
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

岐
阜
県
地
域
医
療
構
想
に
お
け
る
医
療
体
制

の
見
直
し
の
方
向
性
に
従
っ
て
、
地
域
医
療
を

継
続
的
・
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
に
、
新

病
院
構
想
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

揖
斐
厚
生
病
院
の
診
療
部
門
の
存
続
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
段
階
で
厚
生
連
か
ら
具
体

的
に
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
限
り

の
診
療
科
が
残
る
よ
う
、
厚
生
連
に
要
望
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
移
転
計
画
は
、
議
会
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
不
安

と
な
る
内
容
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
議
会

の
協
力
を
賜
り
、
医
師
会
や
厚
生
連
、
関
係

機
関
等
と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
町
の

地
域
医
療
を
確
立
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
安

心
を
守
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

な
お
、
旧
５
村
の
診
療
所
の
電
送
シ
ス
テ

ム
の
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
部
長
よ

り
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
に
旧
５
村
に
あ
る

診
療
所
に
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
へ
き
地

医
療
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
に
お
い
て
は「
ぎ
ふ
清
流

ネ
ッ
ト
」
と
し
て
、
病
院
か
ら
情
報
提
供
が

出
来
る
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
、
県
内
の
情
報
提
供
病
院
の
診
療
情
報

を
登
録
さ
れ
た
診
療
所
等
か
ら
閲
覧
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

国
で
は
、
医
療
・
介
護
・
健
康
分
野
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
や
、
先
導
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
活
用
の
推
進
に
資
す
る
取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
先
進
的
取
組
内
容
が
、
揖
斐
川
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う
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
お
に
ぎ
り
を
パ
ッ
ク

に
入
れ
、
そ
れ
を
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
配
っ
て

い
た
と
き
、私
が
議
会
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い
な
い
お
に
ぎ
り

を
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
配
っ
た
り
、
ラ
ッ
ピ
ン

グ
し
た
お
に
ぎ
り
は
そ
の
ま
ま
配
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
住
民
に
ご
み
の

減
量
を
訴
え
て
い
ま
す
。
今
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
包
装
の
必
要
が
あ
る
の
か
。町
長
と
し
て
、

ま
た
町
消
防
操
法
大
会
名
誉
大
会
長
と
し
て

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

環
境
省
か
ら
は
、
ご
み
焼
却
施
設
等
を
保

有
す
る
市
町
村
に
対
し
て
、
産
業
廃
棄
物
に

該
当
す
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
受
け
入
れ

て
処
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
よ

う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

西
濃
環
境
整
備
組
合
は
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
で
あ
り
、
現
時
点
で
産
業
廃
棄
物
は
受

け
入
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
の
要
請
に

対
し
て
、
組
合
を
組
織
す
る
３
市
７
町
で
の

協
議
・
合
意
に
よ
り
、
対
応
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

町
単
独
で
決
め
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
解

決
す
べ
き
課
題
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
動
向
に
注
視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
議
員
が
施
設
を
視
察
さ
れ
た
際
、

処
理
能
力
が
足
り
な
い
と
の
ご
返
事
が
あ
っ

た
と
の
お
話
で
す
が
、
こ
れ
は
当
時
、
焼
却

物
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
焼
却
灰
等
を

埋
立
す
る
最
終
処
分
場
が
不
足
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
処
理
能
力
が
足
り
な
い

と
回
答
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
金
物
な
ど
の
付
い
た
お
も
ち
ゃ
は

不
燃
物
と
な
り
、
当
時
か
ら
、
組
合
で
は
搬

入
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
の
お
弁
当
が
過
剰
な
包
装
で

会
月
例
会
で
の
突
然
の
移
転
の
説
明
に
驚
く

と
と
も
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
、
生
命

を
支
え
て
き
た
揖
斐
厚
生
病
院
が
移
転
す
る

こ
と
に
、大
き
な
不
安
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

説
明
に
よ
れ
ば
、
残
念
な
が
ら
移
転
不
可

避
と
の
こ
と
で
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
、
生
命
を
守
る
責
務
を

担
う
揖
斐
川
町
と
し
て
は
、
移
転
後
の
悪
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
不

安
を
少
し
で
も
払
拭
し
て
い
く
対
策
を
早
急

に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
野
町
に
移
転
す
る
新
病
院
へ

の
交
通
手
段
の
確
保
の
問
題
、
病
院
が
遠
く

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
急
車
の
搬
送
時
間

が
今
よ
り
も
大
幅
に
か
か
る
問
題
、
夜
間
の

急
病
や
ケ
ガ
に
対
応
で
き
る
夜
間
診
療
施
設

が
町
内
に
無
く
な
る
と
い
う
問
題
、さ
ら
に
、

入
院
施
設
も
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
と
い
う
問

題
等
々
、
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

揖
斐
厚
生
病
院
の
移
転
に
伴
う
、
こ
れ
ら

の
問
題
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
、お
尋
ね
を
し
ま
す
。

町 

長

　
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
に
お
い
て
今
回
の
移
転

計
画
が
正
式
に
承
認
さ
れ
た
の
は
、
本
年
３

月
４
日
の
厚
生
連
経
営
管
理
委
員
会
お
い
て

と
伺
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
中
核
病

院
の
構
想
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
に
対
す

る
説
明
を
厚
生
連
に
依
頼
し
、
４
月
19
日
の

議
会
月
例
会
で
の
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
は
突
然
の
説
明
と
感
じ
ら
れ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
早
く
情
報
提
供

す
る
べ
き
と
の
判
断
か
ら
厚
生
連
に
依
頼
し

ま
し
た
。
近
隣
町
の
議
会
に
つ
い
て
は
、
町

か
ら
の
求
め
に
応
じ
説
明
す
る
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、ま
だ
説
明
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

一
番
最
初
に
揖
斐
川
町
に
お
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
揖
斐
厚
生
病
院
の
移
転
計
画
に
対

す
る
私
の
考
え
は
大
西
武
久
議
員
の
ご
質
問

で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
す
が
、
住
民
の
方

の
負
担
が
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
Ｊ
Ａ
と

し
っ
か
り
協
議
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

４
月
20
日
以
降
、
Ｊ
Ａ
を
含
め
て
協
議
を
し

な
が
ら
、
住
民
の
皆
様
の
不
安
を
少
し
で
も

無
く
せ
る
よ
う
に
、
現
在
の
診
療
科
を
町
内

に
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お
願
い
を
こ
れ
か

ら
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
色
々
な
調
整
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

 

小
倉　
昌
弘 

議
員

ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

　

環
境
省
が
全
国
の
自
治
体
に
対
し
て
、
国

内
で
産
業
廃
棄
物
と
し
て
排
出
さ
れ
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
、
市
区
町
村
の
焼
却
施
設
な

ど
で
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
要
請
し
た

と
新
聞
報
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。
揖
斐
川
町

は
西
濃
環
境
整
備
組
合
で
の
ご
み
焼
却
処
理

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
施
設
は
一
般
廃
棄
物

の
処
理
施
設
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
産
業
廃
棄

物
も
取
り
扱
う
の
で
す
か
。
以
前
、
視
察
に

行
っ
た
と
き
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
中

で
金
物
な
ど
の
付
い
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
不
燃

物
と
し
て
埋
め
立
て
処
理
を
し
て
い
ま
し
た
。

環
境
の
た
め
に
も
埋
め
立
て
よ
り
こ
の
施
設
で

焼
却
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
処
理
能
力
が
足
り
な
い
と
い
う
返
事
で

し
た
。
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
の
町
消
防
操
法
大
会
の
時
の

お
弁
当
で
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
と

同
じ
よ
う
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
そ
れ
を
パ
ッ

ク
に
入
れ
て
配
っ
て
い
ま
し
た
。
過
剰
包
装

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
以
前
に
も
同
じ
よ

応
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
票
管
理
者
、
投
票
立
会
人
を
区

長
さ
ん
等
、
地
域
の
方
々
に
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
が
、
人
選
が
大
変
と
の
ご
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
万
が
一
の
自
然

災
害
発
生
に
対
応
で
き
る
体
制
整
備
を
行
う

こ
と
や
、
地
域
の
負
担
軽
減
な
ど
を
踏
ま
え
、

投
票
所
の
統
合
を
検
討
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

議
会
や
谷
汲
、
春
日
、
久
瀬
、
坂
内
地
域

の
各
区
長
会
で
説
明
し
、
ご
要
望
を
伺
い
、｢

広
報
い
び
が
わ｣

及
び
、
選
挙
特
集
号
で
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
周
知
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
要
望
の
多
か
っ
た
投
票
所
ま
で
の

交
通
手
段
と
し
て
、
選
挙
当
日
の
投
票
所
ま
で

の
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

　

無
投
票
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
実
際
バ

ス
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
の

参
議
院
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
も
、
バ
ス

に
よ
る
送
迎
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

町
村
合
併
時
に
４
１
７
名
お
り
ま
し
た
町

職
員
も
令
和
元
年
度
に
は
２
５
５
名
ま
で
減

少
し
て
お
り
、
投
開
票
事
務
従
事
者
の
確
保

は
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
投
票
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
揖
斐
川

地
域
６
箇
所
、
谷
汲
地
域
３
箇
所
、
春
日
、
久

瀬
、
藤
橋
、
坂
内
地
域
は
各
１
箇
所
の
、
計
13

投
票
所
に
て
、
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

岡
部　
栄
一 

議
員

揖
斐
厚
生
病
院
の
移
転
に
つ
い
て

　

去
る
４
月
19
日
開
催
の
議
会
月
例
会
に
お

い
て
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
よ
り
揖
斐
厚
生
病
院

の
移
転
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
上
旬
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
移
転

の
墫
も
耳
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
月
の
議
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は
な
い
か
と
の
ご
質
問
で
す
が
、
食
べ
て
い

た
だ
く
方
へ
安
全
な
食
の
提
供
と
い
っ
た
衛

生
面
な
ど
の
観
点
か
ら
、
今
回
配
布
さ
せ
て

い
た
だ
い
た「
お
に
ぎ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
部
長
よ
り

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長

　

産
業
廃
棄
物
に
該
当
す
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
処
理
に
つ
い
て
、
環
境
省
よ
り
令
和

元
年
５
月
20
日
付「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等

に
係
る
処
理
の
円
滑
化
等
に
つ
い
て
」
県
を

通
じ
て
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
平
成
29
年
末
の
中
国
等
の
使

用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
輸
入
禁
止
措
置
で
、

輸
出
量
が
減
少
し
、
国
内
で
処
理
さ
れ
る
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
の
量
が
増
大
し
た
こ
と
に

よ
り
、
国
内
の
廃
棄
物
処
理
施
設
が
逼
迫
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、「
ご
み
焼
却
施
設
又

は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
再
生
施
設
等
」
を
保

有
す
る
市
町
村
並
び
に
一
部
事
務
組
合
に
対

し
て
、
産
業
廃
棄
物
に
該
当
す
る
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
を
受
入
れ
て
処
理
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
は「
ご
み
焼
却
施
設
や
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
再
生
施
設
等
」
を
保
有
し
て
お

ら
ず
、
一
般
廃
棄
物
の
可
燃
ご
み
は
、
西
濃

環
境
整
備
組
合
に
お
い
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

西
濃
環
境
整
備
組
合
は
、
構
成
市
町
の
地

域
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
の
可
燃

物
を
焼
却
処
理
し
て
お
り
ま
す
が
、
産
業
廃

棄
物
の
ほ
か
、
ゴ
ム
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

合
成
樹
脂
や
大
型
の
可
燃
物
な
ど
は
搬
入
禁

止
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

組
合
で
は
、
今
回
の
要
請
事
項
に
係
る
課

題
の
洗
い
出
し
等
を
始
め
た
と
こ
ろ
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
施
設
の
処
理
能
力
や
焼
却
で

排
出
さ
れ
る
排
ガ
ス
の
検
証
、
ま
た
、
施
設

改
修
の
必
要
性
や
費
用
等
、
設
備
面
、
環
境

面
で
、様
々
な
検
討
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、要
請
を
精
査
し
た
う
え
で
、

組
合
と
連
携
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

総
務
部
長

　

消
防
操
法
大
会
で
配
布
し
て
い
る
昼
食
に

つ
い
て
は
、｢

お
に
ぎ
り｣

を
消
防
団
員
、

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
、
来
賓
、
区
長
の
皆
さ

ん
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
予
算

額
の
中
で
、
相
当
数
を
定
刻
ま
で
に
会
場
へ

配
送
し
て
い
た
だ
け
る
業
者
に
依
頼
し
ま
し

た
が
、
業
者
の
製
造
ラ
イ
ン
の
関
係
上
、
コ

ン
ビ
ニ
と
同
様
に
個
別
包
装
し
、
パ
ッ
ク
詰

め
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の「
お
に
ぎ
り
」
は
、
食
品
の
安
全

性
を
重
視
し
て
の
選
択
で
し
た
が
、今
後
は
、

更
に
多
様
な
配
慮
を
十
分
し
、
提
供
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

小
倉　
昌
弘 
議
員

選
挙
に
つ
い
て

　

先
日
の
選
挙
の
後
、
在
所
に
行
き
、
お
年

寄
り
か
ら「
選
挙
が
無
く
て
良
か
っ
た
な
あ
、

有
っ
て
も
よ
う
行
か
な
ん
だ
、
遠
く
ま
で
よ

う
行
か
ん
わ
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
所

が
減
っ
て
遠
く
ま
で
行
け
な
い
と
言
う
の
で

す
。
送
迎
な
ど
も
準
備
し
て
い
た
と
も
聞
き

ま
す
が
住
民
の
間
に
は
説
明
が
徹
底
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
す
。
有
権
者
が
投

票
に
行
き
づ
ら
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

他
の
自
治
体
で
は
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
い

ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
ま
す
。
投
票
率
の
競
争
で

は
な
く
政
治
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
、
投

票
が
し
や
す
い
よ
う
工
夫
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
揖
斐
川
町
は
よ
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す

か
。
期
日
前
投
票
所
の
よ
う
な
簡
素
化
し
た

移
動
投
票
所
な
ど
高
齢
者
な
ど
も
投
票
し
や

す
い
施
策
を
考
え
な
く
て
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

有
権
者
の
利
便
性
の
確
保
と
し
ま
し
て
、

選
挙
当
日
の
投
票
所
へ
の
送
迎
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
投
票
所
へ
の
送
迎
で
の
対

応
と
し
て
、移
動
投
票
所
等
、そ
の
他
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
困
難
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
部
長
よ
り

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

総
務
部
長

　

期
日
前
投
票
の
投
票
率
は
、
平
成
26
年
と

平
成
29
年
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
比
較
し
て

み
ま
す
と
、
24
・５
％
の
伸
び
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
12
月
か
ら
期
日
前
投
票
が
制
度

化
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
不
在
者
投
票
と
比
べ

て
投
票
方
法
が
簡
素
化
さ
れ
た
こ
と
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
認
知
が
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
多

く
の
方
が
期
日
前
投
票
に
訪
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

投
票
所
の
統
合
の
経
緯
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
西
武
久
議
員
の
答
弁
の
中
で
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
投
開
票
事
務
従
事
者

等
の
確
保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
票
所
の
統
合
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
へ
の
周
知
は
、
広
報
や
選
挙
特
集
号
に
て

各
戸
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

十
分
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今
後

も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
移
動
投
票
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
車

輌
本
体
を
投
票
所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
車
輌
確
保
及
び
改
造
、

従
来
の
投
票
所
と
は
異
な
り
、
施
設
外
で
の

投
票
と
な
り
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
風
雨
等
へ
の
対
策
、
名
簿
照

合
や
投
票
録
作
成
の
方
法
な
ど
様
々
な
課
題

が
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

各
地
域
で
ご
要
望
の
多
か
っ
た
投
票
所
ま
で

の
交
通
手
段
と
し
て
、
選
挙
当
日
の
投
票
所
ま

で
の
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
議
会
議
員
選
挙
、
揖
斐
川
町
議
会

議
員
補
欠
選
挙
は
、
共
に
無
投
票
で
し
た
の

で
実
際
の
運
行
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の

ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
利
用
し
や
す

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

平
井　
豊
司 

議
員

来
町
者
と
地
域
住
民
の
調
和
に
つ
い
て

　

最
近
、
粕
川
で
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
の
イ
ベ
ン

ト
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
、
揖
斐
川
町
の
知
名

度
も
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
来
て
、
素
晴
ら
し

い
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
以
前
か
ら
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

等
で
訪
れ
、
川
辺
で
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

夕
方
に
訪
れ
る
と
、水
鳥
が
鳴
い
て
、キ
ャ

ン
プ
の
火
や
川
面
が
織
り
な
す
風
景
は
、
異

空
間
的
な
幻
想
情
景
で
、
愛
知
県
の
知
人
も

訪
れ
て
い
て
、
粕
川
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
し

て
い
て
全
国
的
に
有
名
な
キ
ャ
ン
プ
地
に

な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
か
、
粕
川
の
右
岸
は
飽
和
状
態

に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
左
岸
に
移
動
し
て
来
て

い
ま
す
。
右
岸
は
、
比
較
的
色
々
な
面
で
整

備
さ
れ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、
左

岸
は
、
そ
れ
な
り
の
対
応
が
し
て
い
な
い
所

に
、
右
岸
に
入
り
き
れ
な
い
人
が
な
だ
れ
込

ん
で
い
る
状
態
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
増
え
る
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も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
で
、
地
域
住
民
と
の
間
で
、
焚
き

火
の
後
始
末
や
狭
い
道
路
へ
の
駐
車
、
夜
遅
く

ま
で
の
話
し
声
、
そ
れ
に
村
瀬
議
員
が
平
成

27
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
も
問
題
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
川
上
に
ト
イ
レ
が
な
い

た
め
、
民
家
に
ト
イ
レ
を
借
り
に
来
る
人
が
多

く
な
っ
て
い
る
等
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
提
案
で
す
が
、
キ
ャ
ン
プ
を
す
る

人
に
は
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を
す
る
人
と
同
じ

よ
う
に
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
に
は
料
金
を

決
め
て
徴
収
し
、
こ
の
お
金
を
見
回
り
や

仮
説
ト
イ
レ
の
維
持
費
等
に
回
す
こ
と
で
、

徐
々
に
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
り
、
来
町
者

と
地
域
住
民
の
調
和
が
取
れ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
町
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
う
お
考

え
か
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

瑞
岩
寺
及
び
市
場
地
内
に
あ
る
粕
川
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
年
間
を
通
し
て
県
内
外

か
ら
多
く
の
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
方
が
利
用
さ

れ
、
水
辺
に
親
し
め
る
施
設
と
し
て
管
理
を

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
含
む
、

粕
川
周
辺
の
一
部
区
間
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

水
に
親
し
み
、癒
し
と
賑
わ
い
の
場
を
創
出
、

有
効
活
用
す
る
た
め
、
平
成
30
年
８
月
、
県

よ
り「
都
市
・
地
域
再
生
等
利
用
区
域
」
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
、
飲
食
店
や
売
店
等
の
営
業
活
動
を

常
時
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
事

業
」
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
、
３
月
31
日
の
桜
の
時
期
と
、
４
月

28
日
の
新
緑
の
時
期
に
、
粕
川
の
水
辺
で
飲

食
や
、イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
企
画「
ミ
ズ
カ
ラ
」

を
地
元
の
皆
さ
ん
や
飲
食
店
・
売
店
の
事
業

者
と
連
携
し
て
試
行
的
に
開
催
し
、
来
場
者

と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
に
は「
川
の
日
」
に
ち
な
ん
で

水
辺
の
音
色
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
ミ
ズ
カ
ラ
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
季
節
に
合
わ
せ
た
粕
川
の
水
辺

空
間
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
何
度
も
訪
れ

た
く
な
る
揖
斐
川
町
の
賑
わ
い
の
場
と
し
て

一
層
の
利
活
用
が
推
進
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
事
業
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
に
つ
い
て

は
、現
在
、気
象
警
報
発
令
時
に
は
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
お
り
、
特
に
、
毎
年
７
月
第

２
金
曜
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
間
は
、
毎

日
１
回
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
河
川
を
安
全
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
広
報
や
必
要
に
応
じ
て
口
頭
で
の
注
意

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
生
じ
て
い
る
課
題
に
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
注
意
事
項
を
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
現
地
に
お
い
て
も
、
ト
イ
レ
へ

の
案
内
看
板
や
路
上
駐
車
禁
止
等
の
看
板
を

設
置
し
、
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
更
に
、
注
意
喚
起
を
図
る
べ
く
、
看

板
を
増
設
す
る
な
ど
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
よ
り
、
飲
食
店
や
売
店
を
行

う
施
設
使
用
者
か
ら
、
施
設
使
用
料
を
徴
収

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
施
設
利
用
と
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
元
の
方
々
を
含
め
た
関
係
機
関
で
構
成

す
る「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
協
議
会
」
に
て
、
来
場

者
数
や
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
来

場
者
の
施
設
利
用
の
有
料
化
や
料
金
徴
収
方

法
な
ど
の
課
題
を
協
議
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
河
川
区
域
内
で
あ

り
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
と
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
利
用
者
か
ら
の
料
金
を
活
用
し
た
維

持
方
法
も
含
め
、検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

快
適
な
水
辺
空
間
の
保
全
と
活
用
の
推
進

と
併
せ
て
、
来
町
者
と
地
域
住
民
と
の
調
和

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

宇
佐
美　
直
道 

議
員

森
林
環
境
譲
与
税
を
使
っ
て
台
風
倒
木
の
処

分
促
進
を

　

令
和
６
年
度
か
ら
新
た
な
国
税
と
し
て
森

林
環
境
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
原
資
と
す
る
森
林
環
境
譲
与

税
が
本
年
度
か
ら
前
倒
し
で
地
方
自
治
体
に

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
本
年
度
予
算
で
は
、
千
八
百

万
円
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
交
付
を
見
込
ん

で
お
り
、
そ
の
使
途
は
山
林
所
有
者
特
定
業

務
に
約
千
百
万
円
、
残
る
七
百
万
円
は
基
金

に
積
立
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
上
陸
し
た
台
風
21
号
は
当
町

に
も
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、

未
だ
に
町
内
各
地
域
の
山
中
に
は
、
放
置
さ

れ
た
ま
ま
の
多
数
の
倒
木
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
町
の
景
観
を
損
な
う
ば
か
り

で
な
く
地
域
に
よ
っ
て
は
道
路
や
民
家
に
災

害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
揖

斐
地
区
で
は
岡
島
山
の
南
側
、
揖
斐
川
中
学

校
側
の
急
斜
面
に
倒
木
が
横
た
わ
っ
て
い
る

状
態
で
す
。
谷
汲
神
原
地
区
で
も
畑
や
民
家

の
裏
手
に
倒
木
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

里
山
の
整
備
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
も
県

の
里
山
林
整
備
事
業
と
し
て
県
に
申
請
し
、

徐
々
に
整
備
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

度
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
も
森
林
整

備
及
び
そ
の
促
進
費
用
と
し
て
倒
木
の
処
分

費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
台
風
被
害
で
末

だ
に
放
置
さ
れ
て
い
る
里
山
の
倒
木
に
対

し
、
こ
の
譲
与
税
を
優
先
的
に
活
用
し
て
処

分
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

林
野
庁
よ
り
、
地
方
譲
与
税
で
あ
る
た
め
、

国
と
し
て
使
途
の
詳
細
な
範
囲
を
示
す
こ
と

は
な
じ
ま
な
い
た
め
、
先
の
税
制
改
正
の
大

綱
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て「
森

林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
費
用
」
の

範
囲
で
事
業
を
幅
広
く
弾
力
的
に
実
施
で
き

る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
町
に
お
い
て
は
、
同
時

に
施
行
さ
れ
た「
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制

度（
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
）」
の
運
用
や
低
迷

す
る
木
材
利
用
の
流
通
促
進
及
び
、
不
足
す

る
人
材
・
担
い
手
の
育
成
等
、
町
の
実
情
に

応
じ
た
効
果
的
な
事
業
を
順
次
検
討
し
な
が

ら
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
に
お
け
る
森
林
環
境
譲
与

税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
に
係
る

山
林
所
有
者
特
定
業
務
及
び
林
業
へ
の
関
わ

り
人
口
創
出
事
業
と
し
て
森
林
所
有
者
へ
の

意
向
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、
所
有
者
情
報

の
整
理
、
林
業
の
魅
力
を
伝
え
る
普
及
啓
蒙

の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

ご
質
問
の
当
該
譲
与
税
を
、
台
風
被
害
に

よ
る
倒
木
の
処
分
を
行
う
こ
と
に
活
用
す
る

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
段
階
に
お
い
て

台
風
倒
木
の
処
分
の
み
を
目
的
と
し
た
使
途

に
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
国
に
お
い
て
も
、
そ
の
具
体
的
な

使
途
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
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ろ
で
あ
り
、
今
後
は
そ
の
内
容
を
参
考
に
し

な
が
ら
森
林
経
営
管
理
制
度
に
沿
っ
て
施
策

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
町
の
実
情
に
応
じ

た
効
果
的
な
活
用
方
法
を
柔
軟
的
に
実
施
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

宇
佐
美　
直
道 
議
員

揖
斐
厚
生
病
院
の
新
病
院
へ
の
移
転
構
想
に

つ
い
て

　

去
る
４
月
19
日
に
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
か
ら

町
議
会
に
対
し
、
揖
斐
厚
生
病
院
の
本
館
を

取
壊
し
、
大
野
町
で
新
病
院
建
設
と
い
う
構

想
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

構
想
通
り
に
話
が
進
み
、
４
年
後
に
病
院

本
体
が
大
野
町
へ
移
転
し
た
場
合
、
当
町
唯

一
の
救
急
指
定
病
院
が
無
く
な
り
ま
す
。
現

状
で
は
谷
汲
、
藤
橋
、
春
日
各
地
区
の
分
署

に
救
急
車
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

揖
斐
川
地
区
と
久
瀬
地
区
へ
は
大
野
町
の
消

防
本
部
か
ら
救
急
車
が
駆
け
つ
け
て
お
り
、

到
着
時
間
の
短
縮
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
の
度
の
構
想
で
揖
斐
厚
生
病
院

が
大
野
町
へ
移
転
す
る
事
に
な
れ
ば
、
揖
斐

川
・
久
瀬
地
区
の
急
患
の
方
は
病
院
ま
で
の

到
着
時
間
が
さ
ら
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
、

救
命
率
の
低
下
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
か
ね
て
か
ら
要
望
が
出

て
い
ま
す
揖
斐
川
地
区
へ
の
常
設
消
防
分
庁

舎
の
設
置
、
救
急
車
の
配
置
を
検
討
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

揖
斐
厚
生
病
院
の
北
側
に
は
、
国
道

３
０
３
号
線
の
三
栄
自
動
車
前
か
ら
繁
が
る

立
派
な
道
路
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

病
院
横
で
止
ま
り
、
盲
腸
線
の
状
態
で
す
。

本
来
こ
の
主
要
部
分
は
16
年
前
に
計
画
さ
れ

た
揖
斐
都
市
計
画
道
路
の
一
部
で
す
が
揖
斐

病
院
の
移
転
阻
止
の
た
め
部
分
的
に
早
期
着

工
さ
れ
た
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

肝
心
の
揖
斐
厚
生
病
院
が
移
転
す
る
事
に

な
れ
ば
部
分
着
工
し
た
意
味
が
薄
れ
ま
す
が
、

こ
の
盲
腸
線
状
態
は
い
つ
解
消
さ
れ
ま
す
か
。

　

ま
た
、
病
院
が
移
転
し
た
場
合
、
当
町
か

ら
病
院
ま
で
揖
斐
都
市
計
画
道
路
を
利
用
し

て
救
急
車
が
走
れ
る
の
が
理
想
で
す
が
、
現

状
で
は
清
水
地
区
と
大
野
町
と
の
境
よ
り
東

は
、
ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
の
状
態
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
揖
斐
都
市
計
画
道
路
の
大
野
町

部
分
の
現
状
お
よ
び
整
備
計
画
に
つ
い
て
も

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

町 

長

　

消
防
署
の
揖
斐
川
地
区
へ
の
分
署
の
設
置

に
つ
い
て
、
平
成
19
年
12
月
、
平
成
23
年
12

月
の
定
例
会
に
お
い
て
も
答
弁
し
ま
し
た
消

防
広
域
化
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
岐
阜
県
に
お
き
ま
し
て

「
岐
阜
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画｣

が
策
定

さ
れ
、
広
域
化
の
実
現
に
取
り
組
む
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
広
域
化
は
、
各
市
町
村
、
消
防
本
部

の
考
え
方
も
あ
り
、
西
濃
圏
域
内
で
は
現
状

維
持
を
選
択
す
る
考
え
に
よ
り
、
現
時
点
で

見
送
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

た
だ
し
、
現
在
も
岐
阜
県
、
岐
阜
県
町
村

会
を
通
じ
て
、
各
市
町
村
や
消
防
本
部
の
意

見
聴
取
が
行
わ
れ
て
お
り
、
揖
斐
川
町
と
し

て
も
消
防
広
域
化
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い

課
題
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
は
、
昭
和
45
年
４
月
に

２
町
１
村（
揖
斐
川
町
、
大
野
町
、
谷
汲
村
）

で
ス
タ
ー
ト
し
て
、
順
次
、
東
・
北
・
西
分

署
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
経
緯
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
地
理
的
、
社
会
的
要
因
、
搬
送
の
時

間
短
縮
な
ど
か
ら
、
揖
斐
川
地
区
の
分
庁
舎

設
置
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、
県
内
の
動
向

を
見
つ
つ
、
関
係
機
関
へ
粘
り
強
く
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に「
都
市
計
画
道
路
大
野
揖
斐
川
線
」

に
つ
い
て
で
す
。

　

大
野
揖
斐
川
線
は
、
現
在
、
国
に
お
き
ま

し
て
、
本
年
度
内
の
開
通
に
向
け
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る「
東
海
環
状
自
動
車
道（
仮

称
）
大
野
・
神
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
町

の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
３
０
３
号
の

バ
イ
パ
ス
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

揖
斐
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
都
市
計
画
道
路
で
あ
り
、

議
員
ご
質
問
の「
揖
斐
厚
生
病
院
の
新
病
院

へ
の
移
転
構
想
」
以
前
よ
り
、
重
要
施
策
と

し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
揖
斐
厚
生
病
院
の
移
転
構
想
に
関

連
し
、「
都
市
計
画
道
路
大
野
揖
斐
川
線
」
は

益
々
重
要
な
路
線
と
な
り
、
早
期
完
成
が
必

須
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
と

し
て
は
、
引
き
続
き
道
路
整
備
の
促
進
を
強

く
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め

に
、
少
し
で
も
現
在
の
医
療
体
制
が
維
持
で

き
る
よ
う
厚
生
連
に
要
望
し
て
い
く
と
と
も

に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
、
生
命
を
守
る

地
域
医
療
の
確
立
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で

い
ま
す
。

　

な
お
、「
都
市
計
画
道
路
大
野
揖
斐
川
線

の
現
状
と
整
備
計
画
」
の
詳
細
は
、
担
当
部

長
よ
り
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　
「
都
市
計
画
道
路 
大
野
揖
斐
川
線
」
の
揖

斐
川
町
内
の
整
備
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
大
野
町
の
境
付
近
か
ら
三
輪
北
新
田

ま
で
の
概
ね
の
区
間
に
お
き
ま
し
て
県
で
事

業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
平
成
22
年
度
よ
り
事
業
着

手
さ
れ
て
い
た
三
輪
地
内
の
一
部
区
間
約

８
０
０
ｍ
は
、
平
成
29
年
12
月
に
暫
定
的
な

供
用
の
開
始
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

三
輪
地
内
の
用
地
買
収
は
、
残
り
２
件
の

う
ち
昨
年
度
１
件
が
完
了
し
、
最
後
の
１
件

に
つ
い
て
は
県
と
と
も
に
用
地
交
渉
を
鋭
意

進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
を
目
途
に
買
収
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
区
間
に
つ
い
て
も
、
用

地
買
収
や
工
事
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
七
間
町
か
ら
西
の
区
間
も
、
現

在
の
事
業
化
区
間
の
目
途
が
立
っ
た
段
階
で

連
続
し
て
道
路
整
備
を
実
施
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
県
に
要

望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
野
町
内
に
お
け
る｢

都
市
計
画
道
路　

大

野
揖
斐
川
線｣

の
現
状
及
び
整
備
計
画
で
す

が
、
現
在
、
国
道
３
０
３
号
の
大
野
町
相
羽

地
内
か
ら
大
野
町
小
衣
斐
地
内
の
主
要
地
方

道
岐
阜
巣
南
大
野
線
と
一
般
県
道
池
田
揖
斐

川
大
野
線
と
の
交
差
点
を
含
む
約
１・３
㎞
の

区
間
に
お
い
て
、県
で
事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
区
間
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道（
仮
称
）

大
野
・
神
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
並
行
し
て

い
る
国
道
３
０
３
号
の
渋
滞
緩
和
及
び
、
第

２
次
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
の
ア
ク
セ
ス
機

能
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成

22
年
度
よ
り
事
業
着
手
さ
れ
て
お
り
、
順
次

用
地
買
収
や
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
早
期
完
成
に
向
け
、
引
き

続
き
道
路
整
備
の
促
進
を
関
係
各
機
関
に
強

く
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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大
西　
惠
子 

議
員

日
本
遺
産
と
公
共
交
通
に
つ
い
て

　

西
国
三
十
三
所「
谷
汲
山
華
厳
寺
」
に
つ
い

て
、
令
和
元
年
５
月
20
日
に
、
文
化
庁
よ
り

「
１
３
０
０
年
つ
づ
く
日
本
の
終
活
の
旅
～
西

国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
～
」
の
一
つ
と
し
て

「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
先
般

６
月
２
日
に
は
、
西
国
三
十
三
所
谷
汲
山
華

厳
寺
日
本
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
に
よ
る
日

本
遺
産
の
認
定
を
記
念
し
て
式
典
が
、
町
長

は
じ
め
関
係
者
の
方
々
と
共
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
一
緒
に
お
祝
い
が
で
き
ま
し
た
事
は
、

私
に
と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

　

揖
斐
川
町
に
と
っ
て
も
誇
り
で
あ
り
、
今

後
、
地
域
の
発
展
に
も
繋
が
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
の
日
本
遺
産
認
定
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
町
に
お
い
て
平
成
30
年
９
月
27
日
の
西
国

三
十
三
所
日
本
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
設
立

を
皮
切
り
に
、
谷
汲
地
域
で
の
谷
汲
も
み
じ

ま
つ
り
や
、
春
の
さ
く
ら
ま
つ
り
の
折
、
西

国
三
十
三
所
の
特
産
品
販
売
や
、
観
光
Ｐ
Ｒ

な
ど
、
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
地

域
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
西
国
三
十
三

所
観
音
巡
礼
の
日
本
遺
産
認
定
に
向
け
て
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
実

を
結
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
も
ち
ろ
ん
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
る
に
は
文
化
庁
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う

こ
と
を
聞
い
て
お
り
、
今
回
、
16
件
の
中
に

入
っ
た
訳
で
す
が
、
認
定
を
さ
れ
た
か
ら
こ

れ
で
良
い
の
で
は
な
く
、
認
定
後
も
継
続
し

て
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
地
域
全
体

と
し
て
の
一
体
的
な
整
備
・
活
用
な
ど
地
域
の

活
性
化
を
図
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た

観
光
客
の
誘
致
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
３
月
町
議
会
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
同
僚
議
員
の
一
般
質
問
に
公
共
交

通
再
講
築
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
町
長
の

答
弁
で
、
ま
ず
は
新
た
な
運
行
方
法
で
ス
タ
ー

ト
し
、
皆
様
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

バ
ス
交
通
へ
の
転
換
を
進
め
る
と
の
事
で
し
た
。

　

こ
の
様
な
事
か
ら
、
土
日
の
運
行
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
新
し
い
提
案
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、特
に
日
本
遺
産
認
定
を
受
け
て
、

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
大
が
大
い
に
期

待
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
に
つ
き
ま
し
て
は

一
層
大
事
な
こ
と
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま

す
。
各
地
元
の
事
業
者
の
積
極
的
な
取
り
組

み
、
地
域
を
一
層
活
性
化
さ
せ
る
為
の
ア
イ

デ
ア
を
、
町
へ
提
案
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
上
で
町
が
ど
れ
だ
け
応
援
し
協
力
で
き
る

か
だ
と
考
え
ま
す
が
、
土
日
の
運
行
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
、
方
針
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

町
で
は
、
昨
年
９
月
27
日
に
設
立
し
ま
し

た『
西
国
三
十
三
所「
谷
汲
山
華
厳
寺
」
日
本

遺
産
登
録
推
進
協
議
会
』
が
中
心
と
な
っ
て

日
本
遺
産
登
録
に
向
け
て
巡
礼
地
の
特
産
品

販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
谷
汲
地
域
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
、

認
定
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
実
を
結
び
、
令
和
元

年
５
月
20
日
に
、
谷
汲
山
華
厳
寺
を
含
む

「
１
３
０
０
年
つ
づ
く
日
本
の
終
活
の
旅 

西

国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」
が
文
化
庁
の「
日

本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
谷
汲
地
域
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
賜
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の「
日
本
遺
産
」
認
定

を
受
け
た
こ
と
が
終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
元
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
連
携
・
協
働
に
よ
る
日
本
遺
産

の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

谷
汲
山
華
厳
寺
を
拠
点
と
し
、
町
内
の
観

光
名
所
を
国
内
外
に
向
け
て
幅
広
く
発
信
す

る
と
と
も
に
、
周
辺
市
町
と
も
連
携
し
な
が

ら
広
域
的
な
観
光
ル
ー
ト
の
形
成
や
、
揖
斐

川
町
内
を
周
遊
で
き
る
体
験
型
観
光
の
確
立

な
ど
、
観
光
振
興
の
促
進
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
含
め
た
観
光
誘
客
の
向
上
に
努
め
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
す
る
土
日
の
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
、
以
前
も
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
町
だ
け
で
な
く
事
業
者
や
観
光
協
会

な
ど
の
自
助
努
力
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
現
在
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
あ
れ
ば
観
光

面
で
の
バ
ス
運
行
が
で
き
る
の
か
と
い
っ
た

こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
実
施
可
能
な
運
行

形
態
に
つ
い
て
、
岐
阜
運
輸
支
局
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

観
光
振
興
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地

域
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
お
い
て
連

携
し
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

岩
間　
誠 

議
員

移
住
定
住
に
向
け
た
農
泊
の
推
進
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
第
２

次
総
合
計
画
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
揖
斐
川
町
が
目
指
す
ま
ち

の
将
来
像
は
、
自
然
健
幸
の
ま
ち
い
び
が
わ

で
あ
り
、
揖
斐
川
町
に
暮
ら
す
私
た
ち
一
人

一
人
が
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
知
恵
を
出
し
、共
に
考
え
、

支
え
あ
い
、
自
然
と
共
に
健
康
で
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
み
ん
な
で
創
る
も
の
で
す
。

そ
の
中
で
も
移
住
定
住
の
推
進
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
大
は
、
最
重
要
課
題
の
ひ
と

つ
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
た
め
に
、
ぎ
ふ
の
田
舎
へ
い
こ
う

推
進
協
議
会
が
平
成
29
年
度
に
設
立
さ
れ
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
78
団
体
が

加
盟
し
、
揖
斐
川
町
で
は
、
株
式
会
社
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
春
日
や
Ｄ
ｏ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
株
式
会

社
、
株
式
会
社
キ
サ
ラ
エ
フ
ア
ー
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
ズ
な
ど
８
団
体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
ぎ
ふ
の
田
舎
応

援
隊
事
業
で
は
、
揖
斐
川
町
で
も
貝
原
棚
田

の
稲
刈
り
や
、
薬
草
と
薬
木
の
植
え
付
け
と

草
取
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
々
が
他

地
域
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
、
農
泊
の
推
進
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
に
は
、
西
濃
・

ぎ
ふ
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
、
春
日
も
り
も
り

村
で
開
か
れ
23
人
で
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
４
月
16
日
に
は
、
郡
上
市
の
産
業
プ

ラ
ザ
で
ぎ
ふ
の
田
舎
へ
い
こ
う
推
進
協
議
会
総

会
が
開
催
さ
れ
、
私
も
参
加
し
ま
し
た
。
総

会
の
基
調
講
演
で
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会
の
大
野
あ
き
の
り
事
務

局
長
が
、
農
山
村
の
未
来
を
拓
く
農
泊
に
よ

る
地
域
活
性
化
と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
農
山
村
地
域
の
共
通
の
課
題
は
、
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人
口
減
少
、
空
き
家
の
増
加
、
働
く
機
会
の

損
失
、
伝
統
文
化
の
継
承
困
難
、
耕
作
放
棄

地
問
題
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
農
林
水
産

省
で
は
、
重
要
施
策
と
し
て
、
農
泊
の
推
進

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
農
泊
と
は
、
国
内
外
の
旅

行
者
に
農
山
村
に
宿
泊
し
て
い
た
だ
き
、
滞

在
期
間
中
に
地
域
資
源
を
活
用
し
た
食
事
や

体
験
・
交
流
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
農
山

村
滞
在
型
旅
行
の
こ
と
で
す
。
農
泊
の
確
立

に
は
宿
泊
施
設
の
整
備
に
加
え
、
食
事・体
験・

交
流
な
ど
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

岐
阜
県
に
お
い
て
は
、
農
林
漁
業
体
験
施

設
登
録
制
度
を
設
け
て
お
り
、
県
内
で
80
カ

所
が
登
録
さ
れ
、
揖
斐
川
町
で
は
ラ
ー
ニ
ン

グ
ア
ー
バ
ー
横
蔵
樹
庵
と
月
夜
谷
ふ
れ
あ
い

の
里
の
２
カ
所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
体

験
事
業
経
費
の
２
分
の
１
、
10
万
円
上
限
補

助
事
業
の
活
用
も
可
能
で
す
。

　

揖
斐
川
町
に
お
け
る
農
泊
の
取
り
組
み
に

向
け
て
、
ま
ず
、
宿
泊
施
設
と
し
て
は
、
民

間
の
料
理
旅
館
の
ほ
か
、
廃
校
舎
を
活
用
し

た
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ー
バ
ー
横
蔵
樹
庵
や
コ

テ
ー
ジ
の
あ
る
月
夜
谷
ふ
れ
あ
い
の
里
、
古

民
家
を
活
用
し
て
今
年
オ
ー
プ
ン
し
た
宿
屋

揖
斐
川
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

食
事
に
つ
い
て
も
、
ジ
ビ
エ
料
理
や
ア
ユ

料
理
、
薬
膳
料
理
な
ど
、
地
場
産
の
食
材
を

活
用
し
た
地
域
な
ら
で
は
の
も
の
が
多
く
あ

り
、
地
元
の
飲
食
店
と
の
連
携
し
て
い
く
こ

と
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

体
験
・
交
流
・
観
光
に
つ
い
て
も
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
先
日
、

日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ば
か
り
の
谷
汲
山

華
厳
寺
な
ど
、
揖
斐
川
町
各
地
域
に
点
在
す

る
宝
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
農
泊
を
持
続
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
実
施
で
き
る
地
域
を
創
出

し
、
都
市
と
農
山
村
と
の
交
流
や
増
大
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
呼
び
込
み
を
促
進
す

る
こ
と
で
農
山
村
の
所
得
向
上
と
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
、
令
和
２
年
ま
で
に
全

国
で
５
０
０
地
域
を
創
出
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
既
に
全
国
で
３
５
２
地
域
が
指
定
さ

れ
、
岐
阜
県
内
に
も
中
濃
４
地
域
、
東
濃
４

地
域
、
飛
騨
２
地
域
の
10
地
域
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、西
濃
地
域
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
事
業
推
進
に
は
、
ハ
ー
ド
事
業
と

し
て
、古
民
家
や
廃
校
舎
活
用
し
た
滞
在
施
設
、

体
験
交
流
施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
整
備
に
つ
い
て

は
、
２
分
の
１
、１
億
円
上
限
の
助
成
。
さ
ら
に

活
性
化
計
画
に
基
づ
く
場
合
は
、
２
分
の
１
、

上
限
４
億
円
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。
ソ
フ
ト
事

業
と
し
て
も
、
農
泊
推
進
事
業
や
人
材
活
用
事

業
な
ど
の
多
く
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

支
援
策
を
有
効
活
用
し
て
農
泊
推
進
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
遊
休
資
産
の
利
活
用
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
、
地
域
の
所
得
向
上
、

移
住
定
住
者
の
増
加
、
農
業
、
林
業
、
観
光

業
、
飲
食
業
、
第
六
次
産
業
の
推
進
と
な
り
、

若
者
の
移
住
定
住
に
向
け
た
新
た
な
雇
用
の

創
出
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

先
月
、
議
員
研
修
で
東
京
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
際
に
有
楽
町
の
東
京
交
通
会
館
に

あ
る
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
支

援
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
２
０
０
２

年
に
設
立
さ
れ
、
45
道
府
県
26
市
町
村
が
加

盟
し
て
お
り
、
岐
阜
県
も
清
流
の
国
ぎ
ふ
移

住
・
交
流
セ
ン
タ
ー
を
そ
の
中
に
開
設
し
て

い
ま
す
。
全
国
各
地
の
移
住
・
田
舎
暮
ら
し

の
相
談
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
展
示
パ
ネ
ル
・
資
料
展

示
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
専
属
相
談
員
・
相
談

窓
口
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
の
ほ
か
、個
別
相
談
、

地
方
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
ふ
る
さ
と

回
帰
フ
ェ
ア
の
開
催
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
は
、
年
間
４
１
，
５
１
８
件

の
相
談
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
年
齢
層
40
代
ま
で

が
全
体
の
72
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

相
談
者
の
都
会
か
ら
田
舎
へ
の
Ｉ
タ
ー
ン
希
望

者
が
60
・
６
％
、
自
身
の
地
元
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

希
望
者
が
29
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い

世
代
が
田
舎
暮
ら
し
へ
の
希
望
が
多
い
と
い
う

現
状
を
捉
え
、
こ
う
し
た
若
者
を
揖
斐
川
町
に

も
呼
び
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

移
住
希
望
地
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み
る
と
、
47

都
道
府
県
中
、
岐
阜
県
は
２
０
１
５
年
に
18

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

は
ベ
ス
ト
20
に
入
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
魅

力
あ
る
岐
阜
県
、
魅
力
あ
る
揖
斐
川
町
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
移
住
定

住
が
進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
報
発
信
・
情
報
共
有
の
場
所

の
活
用
は
、
非
常
に
大
切
で
あ
り
、
年
間

５
万
円
の
会
費
で
利
用
・
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
最
も
成
果
を
上
げ
て
い
る
の

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
独
自
の
地
方
暮
ら

し
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
移
住
定
住
希
望
者

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
仕
掛
け
に
よ
り
、
今
後
の
町
の

移
住
定
住
対
策
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

揖
斐
川
町
内
に
点
在
す
る
地
域
の
宝
を
線

に
す
る
役
割
と
し
て
、
行
政
が
そ
の
一
翼
を

担
い
、（
仮
称
）
い
び
地
域
里
山
資
産
活
用
協

議
会
を
立
ち
上
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ぜ
ひ
と
も
新
た
な
施
策
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
こ
の
件

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

町
と
し
て
は
、
人
口
減
少
や
過
疎
化
対
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
移
住
・
定
住
施
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

移
住
、定
住
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

居
住
環
境
の
整
備
や
就
労
の
場
の
確
保
、
子

育
て
支
援
な
ど
多
様
な
事
業
を
連
携
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
が
現
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
泊
や
観
光
交
流
な
ど
に
よ
り
、

関
係
人
口
を
増
加
さ
せ
、
地
域
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
移
住
や
定
住
に
つ
な
げ
て
い

く
事
も
ひ
と
つ
の
手
法
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
22
年
度
よ
り「
揖
斐
川
町

移
住
定
住
促
進
協
議
会
」
を
地
域
の
方
の
参

加
に
よ
り
立
ち
上
げ
、
農
泊
と
同
様
の
田
舎

暮
ら
し
体
験
事
業
を
行
い
、
都
市
部
の
方
に

揖
斐
川
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

様
々
な
体
験
事
業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
新
た
な
協
議
会
組
織
を
立

ち
上
げ
て
は
ど
う
か
と
の
ご
提
案
で
す
が
、
町

と
し
て
は
、
本
年
か
ら
新
た
な
組
織
へ
の
移
行

準
備
を
進
め
て
お
り
、
空
き
家
の
利
活
用
も

含
め
、
農
泊
と
同
様
の
事
業
を
実
施
す
る
事

が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
田
舎
暮
ら
し
を
気
軽

に
体
験
で
き
る
拠
点
と
し
て「
お
試
し
住
宅
」

の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
西
濃
地
域
で
連
携
し
た
移
住
定
住

施
策
と
し
て
、
町
の
紹
介
や
移
住
定
住
支
援

制
度
、
相
談
窓
口
を
記
述
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク「
西
美
濃
ま
ん
な
か
田
舎
暮
ら
し
」
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
や
中
部
圏
、
関

西
圏
に
お
い
て
相
談
会
を
開
催
し
、
都
市
部

か
ら
の
移
住
定
住
者
の
確
保
に
努
め
て
お

り
、
議
員
の
お
話
の
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
主
催
の「
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
」

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
施

策
を
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な

が
ら
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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日　時　８月21日（水）９時～16時30分（粗品贈呈）
会　場　揖斐川保健センター
※献血車２台ご用意しております。ご協力の程よろしくお願いします。

献血のお願い
【主催】
揖斐川ライオンズクラブ・
揖斐川町

講座内容：「あなたの血糖値、大丈夫ですか？」	　　講　師：矢部　大介　氏

揖斐川町民特別講座のご案内

　西濃口腔保健協議会では、令和元年１０月３１日時点で８０歳以上であり、自分自
身の歯が２０本以上ある方を表彰いたします。
　該当すると思われる方は、揖斐川保健センターもしくは、かかりつけ歯科医にご相
談の上、左記の検診期間に予約して、歯科医師の診察を受けてください。
 ( 申込書は各歯科医院にあります ) 
※注意　過去に表彰を受けた方は、対象になりませんのでご了承ください。
■検診期間（要予約）　８月 19 日 ( 月 ) ～８月 31 日 ( 土 )
■検診機関　西濃口腔保健協議会に加入の各歯科医院（要予約）
■歯科検診料　無料
■お問い合せ　揖斐川保健センター　℡２３- １５１１

「８０２０（８０歳で２０歯）」運動表彰のご案内

○揖斐川町保健推進員の研修会を兼ねて実施いた
します。
○参加ご希望の方は、下記まで申込みください。
【お問い合せ・参加申込先】 
揖斐川保健センター　℡23-1511

日時　８月29日（木）
　　　受　付　…   13時00分～13時30分
　　　講　演　…　13時45分～15時15分
　　　お知らせ　…   15時15分～15時30分
場所　揖斐川町地域交流センター「はなもも」
　　　１階 多目的室１

「健康づくりチャレンジ月間」がはじまります！
清流の国ぎふ健康ポイント事業清流の国ぎふ健康ポイント事業 いびがわ健幸ポイント対象事業（各期間２ポイント付与）いびがわ健幸ポイント対象事業（各期間２ポイント付与）

岐阜県が作成したチャレンジシートの記載内容に沿って、期間中、1か月間の健康づくりに取り組みます。
チャレンジシートの配布・提出、ポイント押印場所：揖斐川保健センター
　　　　　（食生活）8月1日～31日　　　　　　（運動習慣）9月1日～30日第1回 第２回

コースを選んで目標を立てる
（チャレンジシートに記載されているコースから、自身でコースを選んで取り組みます。）
毎日チャレンジした記録をつける
いびがわ健幸ポイントをゲット
（８月、９月のチャレンジにつき、いびがわ健幸ポイント２ポイント付与します。）
素敵な商品を狙って応募しよう。
（食生活で１カ月、運動習慣で１カ月継続して取り組まれた場合、抽選申込みが可能になり、チャレン
ジシートについている専用ハガキにて応募すると、抽選で賞品があたります。）

ステップ1

ステップ2

ステップ3

ステップ4

皆さんお誘い合わせの上、ご参加ください。　お問い合せ　揖斐川保健センター　℡２３- １５１１

岐阜大学医学部 教授
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所	
揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
北
方
奥
郷
住
宅（
３
Ｄ
Ｋ
）　
１
戸

・
住　

所	

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度	

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

・
駐
車
場	

１
台

・
家　

賃	

２
４
，
９
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・
共

用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷
金
が
必
要
で

す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

8
月
１
日（
木
）
～
15
日（
木
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日
　
９
月
下
旬
を
予
定

③ 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

児
童
扶
養
手
当「
現
況
届
」提
出
の

�

お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
た
め
に
、児
童
の
母
、

父
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
す
る
養
育
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

こ
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方
お
よ
び
停
止

さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に「
現
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

８
月
初
旬
に
現
況
届
提
出
の
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
役
場
子
育
て
支
援
課
ま
た

は
各
振
興
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

　
℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

特
別
児
童
扶
養
手
当「
所
得
状
況
届
」

�

提
出
の
お
知
ら
せ

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精

神
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
福
祉
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
児
童
の

保
護
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

こ
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、毎
年「
所

得
状
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

８
月
中
旬
に
所
得
状
況
届
提
出
の
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
役
場
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
所
得
状
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
８
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

　
℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

ぐ
る
っ
と
西
美
濃
見
ど
こ
ろ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
９
」
開

催
に
あ
わ
せ
て「
ぐ
る
っ
と
西
美
濃
見
ど
こ

ろ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
７
月
20
日（
土
）

～
９
月
15
日（
日
）
ま
で
開
催
し
ま
す
。

期
間
中
に
西
美
濃
11
市
町
に
あ
る
観
光
施

設
な
ど
34
か
所
を
巡
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
集

め
、
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
９
大
会

当
日（
9
月
15
日（
日
））
の
会
場
で
、
ス
タ

ン
プ
コ
ン
プ
リ
ー
ト
を
目
指
そ
う
。

34
か
所
目
の
浅
中
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ス

タ
ン
プ
は
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
９

会
場
に
て
発
行
さ
れ
ま
す
。

■
参
加
賞

10
か
所
以
上
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
９
月
15

日
の
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
９
会
場

内
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
受
付
に
て
、
ス
タ
ッ

フ
確
認
を
受
け
ら
れ
た
方
に
先
着
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
ク
オ
カ
ー
ド
５
０
０
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。（
受
付
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
台

紙
１
枚
に
つ
き
１
回
の
み
で
す
）

第
１
部
受
付　

13
時
～
13
時
30
分

�

（
先
着
１
０
０
名
）

第
２
部
受
付　

14
時
30
分
～
15
時
30
分

�

（
先
着
２
０
０
名
）

■
踏
破
賞

33
か
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
９
月
15
日

の
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
９
会
場
内

の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
受
付
に
て
34
か
所
目
と

な
る
ス
タ
ン
プ
を
獲
得
し
、
制
覇
さ
れ
た
方

に
応
募
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
様

に
Ｊ
Ｃ
Ｂ
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
１
万
円
分
を
後
日

お
贈
り
し
ま
す
。

■
抽
選
会
に
つ
い
て

10
か
所
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
ら
れ
た

方
で
、
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
９
会

場
内
で
最
終
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
ス
タ
ン

プ
を
獲
得
し
た
方
は
西
美
濃
の
名
産
品
が
当

た
る
抽
選
会
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
受
付
に
て
、
ス
タ
ッ
フ
確
認

を
受
け
ら
れ
た
方
に
抽
選
用
紙
を
配
布
し
ま

す
。
抽
選
用
紙
に
記
載
の
あ
る
番
号
が
当
選

番
号
に
な
り
ま
す
。
当
選
番
号
の
発
表
は
当

日
行
い
ま
す
。

■
当
選
番
号
の
発
表

第
１
部
配
布
分　

13
時
45
分

	

商
品
受
け
渡
し
14
時
～

第
２
部
配
布
分　

15
時
45
分

	

商
品
受
け
渡
し
16
時
～

商
品
は
会
場
に
て
お
渡
し
し
ま
す
が
、
一

部
後
日
発
送
の
対
象
と
な
る
商
品
に
つ
き
ま

し
て
は
、
発
送
手
続
き
の
う
え
後
日
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

名
産
品
の
詳
細
等
詳
し
く
は
ツ
ー
ル
・
ド
・

西
美
濃
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
！

【
お
問
い
合
せ
】

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
実
行
委
員
会（
公
社
）

　

大
垣
青
年
会
議
所
事
務
局
内

℡
０
８
０
‒
２
６
６
８
‒
６
３
６
２

℻
０
５
８
４
‒
４
７
‒
８
２
７
６　

メ
ー
ル　

info

＠ogaki-jc.jp

【
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.tour-de-nishim

ino.jp/
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【お問い合せ】揖斐川町役場健康福祉課　℡２２－２１１１

 「揖斐川町プレミアム付商品券」の販売について 
町では、消費税率10％への引き上げによる消費に与える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起
することを目的として、「揖斐川町プレミアム付商品券」を販売します。
ただし、「揖斐川町プレミアム付商品券」を購入できるのは、下記の２つの対象者区分に当てはまる人のみ
です。条件に当てはまらない方は、購入することができません。

【対象者①　平成31年度住民税非課税者】
次のすべてを満たす人
⑴ 平成31年１月１日時点で揖斐川町の住民である
⑵ 平成31年度分町民税（均等割）が課税されていない
⑶ 町民税課税者と生計を同一にしている配偶者、扶養親族、事業専従者ではない
⑷ 平成31年１月１日時点で生活保護を受けていない（または生活保護を受けていたが10月１日までに
解除・停止となった）

対象者となる可能性がある人には、８月上旬～８月中旬に案内と購入引換券交付申請書を郵便で送ります。
申請書が届いた方は申請書に必要事項を記入し、同封の返信用封筒で町へ返送します。
町では届いた申請内容を審査し、購入引換券交付対象者として決定した場合には、9月下旬に案内と購入
引換券を郵便で送ります。
《手続の流れ》
① 案内・申請書の送付 ８月上旬～８月中旬
② 交付申請書の提出 ８月19日（月）～ 11月29日（金）
③ 購入引換券の送付 ９月下旬～
④ プレミアム付商品券の購入 10月１日（火）～２月28日（金）

⑤ 商品券の使用 10月１日（火）～３月15日（日）
町内の登録店舗での買い物などに使用できます。

《商品券の販売金額》
　25,000円分（5,000円分の商品券×５セット）の商品券を20,000円で購入できます。
　商品券は最大で５セット分まで購入できますが、１セット単位で販売しますので、必ずしも５セット分を購
入する必要はありません。

【対象者②　３歳半未満児の子育て世帯主】
平成28年４月２日から令和元年９月30日までに生まれた子が属する世帯の世帯主

対象者となる人には、９月下旬に販売案内と購入引換券を郵便で送ります。
《手続の流れ》
① 購入引換券の送付 ９月下旬～
② プレミアム付商品券の購入 10月１日（火）～２月28日（金）

③ 商品券の使用 10月１日（火）～３月15日（日）
町内の登録店舗での買い物などに使用できます。

《商品券の販売金額》
　25,000円分（5,000円分の商品券×５セット販売額20,000円）商品券を３歳半未満の子の数分まで購入できます。
［例］３歳半未満の子が２人いる場合、50,000円分の商品券を40,000円で購入することができます。

 

ふ
じ
は
し
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
開
催
！

藤
橋
地
域
の
夏
の
風
物
詩「
ふ
じ
は
し
ふ

る
さ
と
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時　
８
月
14
日（
水
）
17
時
～
21
時

■
会
　
場　
藤
橋
振
興
事
務
所
駐
車
場

■
内
　
容

○
大
道
芸
ス
テ
ー
ジ 

・
17
時
30
分
～
18
時

・
19
時
～
19
時
30
分

○
盆
踊
り　
　

18
時
30
分
～
20
時
15
分

○
花
火
打
上　
20
時
15
分
～
20
時
40
分

■
雨
天
時	

藤
橋
公
民
館
で
実
施
し
ま
す
。

花
火
の
み
翌
日（
20
時
～
）
に
順
延　
　

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
観
光
協
会
藤
橋
支
部

（
藤
橋
振
興
事
務
所
内
）

℡
５
２
‒
２
１
１
１

 

「
水
の
日
」徳
山
ダ
ム
特
別
見
学
会

８
月
１
日（
木
）
は
、「
水
の
日
」
で
す
。

徳
山
ダ
ム
管
理
所
で
は
、
普
段
開
放
し
て
い

な
い
ダ
ム
内
部
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ダ

ム
の
役
割
や
水
の
大
切
さ
を
体
感
い
た
だ
け

る「
徳
山
ダ
ム
特
別
見
学
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時	

８
月
１
日（
木
）

　

10
時
、
11
時
、
13
時
、
14
時
、
15
時

　

職
員
の
案
内
で
ダ
ム
内
部
等
を
見
学（
約

１
時
間
）

■
受
　
付

徳
山
ダ
ム
管
理
所
玄
関
に
て
当
日
受
付

（
見
学
時
間
ご
と
先
着
20
人
ま
で
）

■
参
加
費　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

水
資
源
機
構　

徳
山
ダ
ム
管
理
所

℡
５
２
‒
２
９
１
０
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～岐阜県警察からのお知らせ～

子供の危険を守るために（大人が出来ること）
〇 環境点検（通学路における危険箇所）
通学路における子供に対する連れ去り止は、危険箇所を排除し、物理的に犯人が犯罪を敢行できない
環境づくりが重要です。
通学路における危険箇所を確認するポイントとしては、
・見通しを妨げる樹木、看板、雑草などがある場所
・連れ込まれると外部から簡単に発見できない空き家、バス停等建物生垣などがある場所
・ガードレール等の設備や歩道段差がない歩道
など、危険箇所がどこにあるのかを、子供と一緒に大人が通学路を歩いて確認します。
危険箇所を発見した場合は、物理的に危険性を排除することができれば、警察、自治体、地域住民が
協力して環境の改善を行い、排除できなければ、子供に対して普段から注意するように教育しましょう。
　
〇 教育（命を守る距離、５つのやくそく）
『命を守る距離』とは、相手との間合いを示したもので、これ以上近づくと、咄嗟の攻撃に対応できなく
なってしまいます。
命を守る距離の目安は、２人が腕を広げて立ち、両者で新聞紙の長辺（長い方の辺）を丸めたものを
持った距離で、概ね１メートルです。
知らない人が近づいてきた場合はもちろん、近所の人、顔見知りであっても、この命を守る距離を保つ
ことを覚えてもらいましょう。
子供が気付かない間に接近していることもあるため、背後を含めた
周囲も常に注意することも教えてあげてください。

命を守る距離
① 距離を覚える
・実際に新聞紙を持って距離を覚える。

② 距離を保つ方法を覚える
・相手が歩いて近づいてきた場合に、相手から目を離さず、後ずさりするなどして、命を守る
距離を保持する方法を覚える。
・前方、側方、後方から近づいてきた場合を繰り返し訓練する。

③ 背後からの接近に備える
・常に背後にも注意を払うよう指導する。

５つのやくそくセーフティファイブ
① １人にならない
・１人でいる子供が狙われる。
・公園や商業施設等でトイレに行きたくなったら誰かに付いてきてもらう。

② ついていかない
・犯人は、親切な人、困っている人のふりをして近づいてくる。
・知っている人でも絶対について行かないようにしましょう。

③ 大声を出す
・何かあったら大声を出して助けを呼ぶ。
・防犯ブザー、防犯笛なども効果的。

④近づかない
・一度、手足を掴まれたら簡単には逃げられない。
・顔を見たことがある人でも、不用意に近づかない。

⑤話をする
・どんな小さなことでも両親、家族、学校の先生などに直ぐに話しをするようにしましょう。
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寿
長
ご

さ
ん

6
月
の

山
やま

岸
ぎし

　よ志
し

ゑ さん
100歳（谷汲大洞）

坂
さか

脇
わき

　志
し

づ さん
100歳（新宮・袮宜様宅）

髙
たか

橋
はし

　ゆき子
こ

 さん
95歳（小島）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

  

雇
用
保
険
電
子
申
請
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

�

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

雇
用
保
険
関
係
の
手
続
き
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
窓
口
に
書
類
を
提
出
す
る
方
法
に
加
え

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る「
電
子
申
請
」

を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

電
子
申
請
の
導
入
や
導
入
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
岐
阜
労
働
局
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

社
会
保
険
労
務
士
が
、専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
電
話
相
談
や
出
張
相
談
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
揖
斐

℡
２
２
‒
０
１
４
９

月
～
金
曜
日（
土
日
祝
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

  

「
雇
用
保
険
関
係
手
続
の
電
子
申
請

�

説
明
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

雇
用
保
険
関
係
の
届
出
・
申
請
手
続
き
を

「
電
子
申
請
」で
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
、

ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
考
え
て
い

る
事
業
主
向
け
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時　
９
月
12
日（
木
）

	

14
時
～
16
時

■
会
　
場　
大
垣
市
情
報
工
房

	

５
階
セ
ミ
ナ
ー
室

■
定
　
員　
40
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
垣　

適
用
課

℡
０
５
８
４
‒
７
３
‒
９
２
９
８

月
～
金
曜
日（
土
日
祝
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

■
お
仕
事
の
受
付

お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま

ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
見

積
り
は
無
料
で
す
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り　

＊
畑
仕
事　

＊
簡
単
な
大
工
仕
事　

＊
家
具
の
解
体

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
宛
名
書
き　

＊
病
院
等
の
付
き
添
い　

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
部
屋
の
掃
除
、
風
呂

掃
除
、
窓
拭
き
、
食
事
作
り
、
買
い
物
等
）

＊
昔
の
ビ
デ
オ
や
８
ミ
リ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化　

＊
軽
作
業　

＊
社
内
清
掃

■
会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。現
在
、

ご
依
頼
の
仕
事
に
対
応
で
き
る
会
員
が
不
足

し
て
お
り
ま
す
。
次
の
条
件
を
満
た
さ
れ
る

方
は
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
事
業
お

よ
び
入
会
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
揖
斐
川
町
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
で

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。

・
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
説
明
会
を
受
け
、

そ
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
。

・
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
、
会
費
を

納
入
さ
れ
た
方
。

○
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

■
日
時	
８
月
６
日（
火
）、
20
日（
火
）

	
10
時
～	（
約
１
時
間
半
）

■
場
所	
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

	

２
階
会
議
室　
　
　

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

自 衛 官 等 募 集 案 内
募集種目 受験資格 受　付　期　間 試　験　期　日

防衛
大学校

18歳以上
21歳未満の者

推　　薦
9月5日～9月9日

9月28日・29日

総合選抜 1次　  9月28日
2次　11月2日・3日

一般 9月5日～9月30日 1次　11月9日・10日
2次　12月10日～14日のうち1日

防衛医科
大学校

医学科学生
9月5日～9月30日

1次　10月26日・27日
2次　12月11日～13日のうち1日

看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

1次　10月19日
2次　11月30日・12月1日のうち1日

自衛官
候補生

18歳以上
33歳未満の者

男　子 年間を通じて
行っております。 9月21日（筆記のみ）

女　子
※１ 受験資格の年齢は各種目（自衛官候補生を除く）とも令和２年４月１日現在です。
※２ 令和元年３月高等学校卒業予定者の採用試験は、原則として令和元年９月16日以降に行います。
※３ お問い合せ 「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」大垣市林町５－18光和ビル２階　℡０５８４－７３－１１５０
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岐阜県広報

岐阜県からのお知らせ
点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と音声用のテキストデータの配信もあります

この情報は令和元年6月27日現在のものです。 ☎058（272）1111（代） 058（278）2506FAX県庁広報課

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」

放送中
（放送日）木曜 18:53～18:57
（再放送）火曜 21:54～21:58 

※令和元年5月1日現在
※(　)内は前月との比較

1,992,318人（695人増）
●県の人口

Facebook「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで情報発信中!!

検索岐阜県 ミナモだより ボタンを押して
地元情報をゲット!

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！

今月のピックアップ情報

令和4年度の竣工を目指して、新しい県庁舎（行政棟）の建設に着手します。
県の災害対策の中枢拠点として耐震性を十分に確保し、ユニバーサルデザイ
ンにも配慮しています。親しみやすく、利便性の高い庁舎として生まれかわ
り、今まで以上に質の高い行政サービスの実現を目指します。

新県庁舎の建設工事が始まります

新県庁舎外観

・県庁、各県事務所（郡上市駐在、下呂市駐在含む）
・県Ｗｅｂサイト

検索岐阜県庁舎　実施設計

新県庁舎の概要を取りまとめた実施設計説明
書を公表しています。

問／県庁舎建設課　☎058（272）1148◆

新県庁舎建設事業の概要について、県民の皆さ
んのご要望に応じて職員が直接ご説明に伺いま
す。お気軽にお問い合わせください。

［県職員出前トークのご案内］

［実施設計説明書の閲覧場所］

新県庁舎の概要

コンセプト

基本方針

建物概要

県政の拠点　行政サービスを着実に担う県政の拠点
｢清流の国ぎふ｣の象徴　豊かな自然と伝統文化に彩られた本県の魅力を発信

●安全で安心な県民の暮らしを守る県庁舎
●県民が集い親しまれ、地域の魅力を発信する県庁舎
●環境やライフサイクルコストに配慮した県庁舎

●行政棟 ： 鉄骨造、免震構造（一部耐震）　21階建 高さ106m 延床68,303㎡
●議会棟 ： 鉄骨造、耐震構造　6階建 高さ32m 延床13,937㎡

（約445億円）
（約79億円）

※金額は予算額ベース

ウェブサイトでも「岐阜県からのお知らせ」
「清流の国ぎふミナモ通信」が見られます。
バックナンバーも公開中！
左記の二次元コードを読み込んでアクセスしてください。

検索ぎふ清流レクリエーションフェスティバル

誰もが気軽に参加することができる「ぎふ
清流レクリエーションフェスティバル」を開
催します。
●とき／9月～11月
●料金／無料 ※一部有料イベントあり
●問／県庁ねんりんピック推進事務局
  ☎058（272）8869

「ぎふ清流レクリエーション
フェスティバル」を開催します

アイコン
説 明

募 集 その他資格・研修催 し

●とき／8月17日（土）～9月1日（日）
●ところ／セラミックパークMINO（多治見市）
●料金／無料
●問／ぎふ美術展臨時事務局
  ☎0572（26）7333

検索ぎふ美術展

清流の国ぎふ芸術祭
「ぎふ美術展」を開催します

県民が創作した美術作品を展示する「ぎふ
美術展」を開催します。

障がいのある方もない方もともに参加す
ることができる「長良川ふれあいマラソン
大会」の出場者を募集します。
●とき／10月6日（日）9：00～15：00
●ところ／木曽三川公園特設会場（海津市）
●定員／700人程度（先着順）
●料金／1人1,500円（選手および伴走者）
●申込期限／8月31日（土）消印有効
●申込先・問／長良川ふれあいマラソン大会
  実行委員会
  ☎058（273）1111（内線2541）

「長良川ふれあいマラソン大会」
参加者を募集します

検索岐阜県聖火ランナー公募受付事務局

県内11市町をつなぐ聖火リレーランナー
を募集します。
●とき／令和2年4月4日（土）、5日（日）
●ところ／県内11市町（中津川市、多治見市、
八百津町、郡上市、高山市、下呂市、各務原
市、関ケ原町、大垣市、羽島市、岐阜市）
  ※走行場所は選択不可
●公募人数／22人（書類審査により決定）
●申込期限／8月31日（土）必着
●問／県聖火ランナー公募受付事務局
  ☎050（5357）0352

東京オリンピック聖火リレーの
ランナーを募集します

検索岐阜県警察　運転免許　自主返納

運転に不安を感じるようになった方は、
自主的に運転免許証を返納し、市町村が
実施する交通機関の運賃割引などの支
援を受けることができます。返納方法
は、最寄りの警察署や運転者講習セン
ター、支援内容の詳細は、お住まいの市
町村へお問い合わせください。
●問／県警運転免許課
  ☎058（295）1010

運転免許証の返納を
お考えの方へ

検索みる！しる！かわる！関ケ原

「天下分け目の地 関ケ原」の魅力を全国
に発信するため、「『私の関ケ原』写真コン
テスト2019春・夏」の作品を募集します。
●受入期間／9月2日（月）～17日（火）
●作品要件／平成31年1月1日以降に関ケ原町
内で撮影されたもの
●問／関ケ原写真コンテスト運営事務局
  ☎0584（71）6131

「『私の関ケ原』写真コンテスト
2019春・夏」の作品を募集します

情報ボックス



窓口だより

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
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7月31日（水）	 固定資産税 2期分
	 国民健康保険税 3期分
	 後期高齢者医療保険料 1期分
9月  2日（月）	 町（県）民税　2期分
	 国民健康保険税 4期分
	 後期高齢者医療保険料 2期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

  3日（土）	いびがわの祭り　ありがとう花火
	 ※小雨決行　荒天時は４日（日）に順延

14日（水）	ふじはしふるさと夏祭り

17日（土）	谷汲山お十七夜コンサート

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ２ 区 林 　 澄 子 65

北 方 ７ 区 牧　村　せつ子 83

大 和 台 高 橋 宏 彰 65

房 島 ５ 区 宗 宮 忠 幸 73

栄 町 森 田 　 孝 92

前 島 牧 村 　 豊 86

前 島 牧 村 二 郎 84

溝 口 田 中 利 明 70

市 場 清　水　みさゑ 94

春 日 香 六 樋 口 新 一 91

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

南 方 成
なる

瀨
せ
礼
れい

華
か

元 康 弥 生

房 島 ４ 区 宗
そう
　宮

みや
　菜

な
凪
な
子
こ

利 樹 優

前 島 牧
まき

村
むら

歩
あゆ

奈
な

諭 晶 絵

清 水 岩
いわ

﨑
さき

心
ここ

咲
ろ

覚 史 真由香

上 野 近
ちか

岡
おか

祐
ゆ
杏
あ

佳 宗 由里佳

夫 妻

澤 崎 友 太（ 南 方 ） 松 尾 絵 里（岐阜市）

高 橋 和 真（ 清 水 ） 垂 水 聖 命（大野町）

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 21,062（�－ 30）10,117 10,945 7,996（� － 4）

揖斐川地域 15,782（�－ 20） 7,613 8,169 5,724 （� － 1）

谷汲地域 2,923（� 1） 1,400 1,523 1,098 （� 1）

春日地域 907（� － 2） 441 466 453 （� 0）

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

久瀬地域 873（� － 4） 401 472 382 （� － 1）

藤橋地域 225（� － 5） 109 116 140 （� － 3）

坂内地域 352（� 0） 153 199 199 （� 0）

出生 6人 /死亡 22人 /転入等 29人 /転出等 43人
〈令和元年 7月 1日現在〉

Population人口

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

納期限のお知らせ

出生　お誕生おめでとう Birth

8月の主な行事

令和元年６月届出分

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage
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